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　人事行政の公正性と透明性を高めるため、市の職員数や給与の状況について公表します。
　人事関係では職員数や休暇、福利厚生などの状況について、給与関係では普通会計（水道･下水
道事業などの特別会計を除く）に属する職員の給与と各種手当の状況についてお知らせします。
　なお、詳細は市ホームページをご覧ください。

《問合せ》職員課☎23-1326

１　職員の任免および職員数の状況 
⑴採用と退職 （平成24年度）
身分上の職名 採　用 退　職

行政職員 11人 32人
消防吏員 ４人 ７人
教　　員 ２人 ２人
技能職員 － ２人
労務職員 － ３人
合　　計 17人 46人

⑵昇任と降任 （平成24年度）
昇　任 降　任

76人 １人

⑶部門別職員数の状況 （平成25年４月１日現在）
部　門 職員数 対前年増減数
一般管理 526人 △21人
特別行政 282人 △５人

公営企業等会計 95人 １人
合　計 903人 △25人

※地方公共団体定員管理調査による職員数で、教育長を含みます。
※対前年増減数は平成24年４月１日現在からの増減数です。

⑷定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要
人数（進渉率） 17～27年度の

数値目標 27年度17年度 25年度
1,075人
（－）

902人
（82.0％） △211人 864人

※⑶部門別職員数の状況と比較した場合、教育長は含みません。
※平成22年度に第２次行政改革大綱に基づき第２次定員適正化計
画を策定しています。

２　職員の給与等の状況 

豊岡市職員の人事や給与について
お知らせします

⑴人件費の状況（普通会計決算） （平成24年度）
歳出額（A） 51,333,480千円
人件費（B） 8,330,753千円

人件費率（B/A） 16.2％
※人件費には、市長などの給与、議員、各種委員会委員に支
給される報酬などを含みます。

⑵職員給与費の状況（普通会計決算） （平成24年度）
職員数（A） 832人

給与費

給　料 2,973,683千円
職員手当 582,402千円

期末・勤勉手当 1,063,259千円
計（B） 4,619,344千円

１人当たり給与費B/A 5,552千円
※職員手当には、退職手当を含みません。
※職員数は、平成24年４月１日現在の人数です。

⑶職員の平均給料月額および平均年齢
 （平成25年４月１日現在）

区　　分 豊岡市 国

一般行政職 給料月額 335,100円 332,446円
年齢 45.3歳 43.1歳

技能労務職 給料月額 309,300円 286,850円
年齢 48.6歳 49.9歳

※一般行政職とは、行政職員（事務・技術）であり、技能労務
職とは、自動車運転手、用務員などをいいます。

⑷ラスパイレス指数の状況
区　分 24年度
一般行政職 103.5（95.6）
技能労務職 116.4（110.5）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とし
たときの本市職員の給与水準を算定した指数です。（　）は国
家公務員の時限的な給与改定特例法による措置がないとし
た場合の値です。

⑸職員の初任給の状況 （平成25年４月１日現在）
区　　分 豊岡市 国

一　般
行政職

大学卒 178,800円 172,200円
高校卒 144,500円 140,100円

技能職 高校卒 141,900円 137,200円
中学卒 15歳～17歳は基準なし 129,200円

労務職 高校卒 137,200円 －
中学卒 125,400円 －

⑹職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
 （平成25年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 265,700円 302,500円 330,300円
高校卒 212,700円 265,700円 302,500円

技　能
労務職

高校卒 197,800円 234,800円 275,300円
中学卒 176,700円 217,400円 256,600円

※経験年数は、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している
場合の年数です。
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市の職員数と給与

３　職員の勤務時間その他勤務条件の状況 

⑺職員手当の状況
①扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成25年４月１日現在）

区　分 主な内容 国の制度
との異同

異なるときの
内容

扶養手当

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額13,000円）
　②a　満22歳以下の子および孫　
　　b　満60歳以上の父母、祖父母　
　　c　満22歳以下の弟妹 
※月額6,500円で、満16歳から満22歳までの子は１人につき5,000円加算
※職員に配偶者がない場合は、その内１人は月額11,000円

同じ －

住居手当 自ら居住する住宅の家賃を支払う者　月額27,000円まで 同じ －

通勤手当
通勤距離２km以上の者
　a　交通機関の利用者（月額55,000円まで）
　b　交通用具の利用者（月額1,600円から32,000円まで）

一部異なる
交通用具の利用者
について、距離区
分および手当額

②退職手当
ア支給率 （平成25年４月１日現在）

区分 豊岡市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年

国と同じ

23.03月分 28.7875月分
勤続25年 32.83月分 38.955月分
勤続35年 46.55月分 55.86月分
最高限度 55.86月分 55.86月分

イその他の加算措置
豊岡市 国
定年前早期退職（２％～20％加算）

ウ１人当たり平均支給額
豊岡市 22,280千円

※平成24年度に退職した職員の平均額です。
③地域手当
　非支給地であり、手当はありません。

⑴基本的な勤務時間
職員の勤務時間は、１日７時間45分、１週間38時間45分です。 （平成25年４月１日現在）

区分 勤務時間 休憩時間
一般の職員 午前８時30分～午後５時15分 正午～午後１時

４　職員の分限および懲戒処分の状況 
⑴分限処分の状況  （平成24年度）
種類 降任 免職 休職 降給

処分件数 ０件 ０件 ７件 ０件
※公務能率の維持などを目的とした不利益処分

⑵懲戒処分の状況 （平成24年度）
種類 戒告 減給 停職 免職

処分件数 ４件 ０件 ０件 ０件
※非違行為に対する職場の秩序を維持･回復などを目的とした不利
益処分

５　職員の研修および勤務成績の評定の状況 
⑴研修 （平成24年度）

種　別 受講者数
派遣研修 280人
内部研修 1,283人
自主研修 36人

他団体等派遣研修 4人
６　職員の福利厚生の状況 （平成24年度）

区　分 内　　容
健康管理 　定期健康診断、成人病検診などの健康診断・検査。破傷風、B型肝炎の予防接種。メンタルヘル

ス研修・カウンセリング。
共済制度 　兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合による実施
互助会制度 　兵庫県市町職員互助会または兵庫県学校厚生会による実施

⑵休暇 
　年次有給休暇、病気休暇、介護休暇、組合休暇、特別休暇（結婚休暇、妊娠中のつわり休暇、妊娠中また
は出産後の通院休暇、分べん休暇、配偶者出産休暇、男性職員の育児参加休暇、忌引休暇、夏季休暇、その他）

⑵勤務成績の評定の状況
　適切な人事管理を行うとともに、職員の意欲向上
など人材育成を目的として、勤務評定を実施してい
ます。また、適正かつ公平な勤務評定を行うため、
勤務評定者を対象に研修を実施しています。

７　職員の競争試験および選考の状況 （平成24年度）
職　種 受験者数 採用者数
一般事務職 98人 ※１  ８人
土木技術職① ７人 ２人
管理栄養士 13人 １人

保育士･幼稚園教諭 37人 ※２  ６人
消防職 36人 ６人

土木技術職② ３人 １人
臨床発達心理士 ２人 １人

※1 辞退者２人含む　※2 辞退者１人含む

８　公平委員会の報告事項 
⑴勤務条件に関する措置要求の状況 （平成24年度）
　措置要求、処理などなし

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況 （平成24年度）
　不服申立て、処理などなし
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区　　分 歳入 歳出 歳入歳出差引
一般会計 523億5513万円 513億6319万円 9億9194万円
特別会計 195億5307万円 188億2079万円 7億3228万円
国民健康保険事業（事業勘定） 99億2516万円 93億8954万円 5億3562万円
国民健康保険事業（直診勘定） 8736万円 8231万円 505万円
後期高齢者医療事業 10億971万円 9億8746万円 2225万円
介護保険事業 81億7103万円 80億3236万円 1億3867万円
診療所事業 2億3890万円 2億3085万円 805万円
霊苑事業 1億1743万円 2410万円 9333万円
宅地事業 - 7391万円 ▲7391万円
管理会財産区 348万円 26万円 322万円
企業会計 68億9902万円 64億6588万円 4億3314万円
水道事業 21億9993万円 21億592万円 9401万円
下水道事業 45億3126万円 41億9364万円 3億3762万円
農業共済事業 1億6783万円 1億6632万円 151万円

合　　　計 788億722万円 766億4986万円 21億5736万円

〈会計別決算額一覧〉

〈一般会計決算〉

地方
交付税

 歳　入
523億5513万円

歳　出 
513億6319万円

総務費

黒字

民生費

公債費

教育費

土木費

衛生費

その他

市税

市債

国県
支出金

その他

地方公共団体が一定水準の
行政サービスを行えるよう国
から交付されるお金
190億1814万円（36.3%）

市民税、固定資産税、軽自動
車税など
100億8581万円（19.3%）

市の借入金
99億3680万円（19.0%）

特定の事業に対して国・県か
ら交付されるお金
58億1147万円（11.1%）

譲与税・交付金、使用料及び
手数料、繰越金、基金繰入、
雑収入など
75億291万円（14.3%）

新庁舎建設、市役所管理
費、環境政策など
121億1999万円（23.6%）

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など
108億8236万円（21.2%）

借入金の返済費
72億6761万円（14.1%）

学校教育・社会教育・文化
振興など
58億676万円（11.3%）

道路・河川整備、都市計画、
公営住宅など
52億6662万円（10.3%）

健康診査、ごみ処理など
43億9037万円（8.5%）

農林水産業費、商工費、消
防費など
56億2948万円（11.0%）
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　この戦略は、市の施設などで閲覧できます。また、市ホームページにも掲載しています。
《問合せ》コウノトリ共生課☎ 21-9017

　コウノトリ野生復帰の取組みを通じて得られた経験をもとに、自然環境と文化環境の保全（守る）･
再生（取り戻す）･創造（新しく創り出す）を進めるため、「豊岡市生物多様性地域戦略」を策定しました。
目標とする姿 　穏やかに響きあう いのちと地域
戦略の期間 　15年（2013～2027年）　5年ごとに短期戦略を立て、内容を見直します。
　コウノトリのように広いエリアで生息する生きものがいる一方、多くの生きものは限られたエリア
で暮らしています。生物多様性保全は“地球規模の問題”であると同時に“地域レベルの課題”です。
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る
こ
と
を
願
い
、

創
設
さ
れ
た「
伊
藤
清
永
賞
子
ど

も
絵
画
展
」。

　
第
1
回（
平
成
9
年
度
）か
ら
第

16
回（
平
成
24
年
度
）ま
で
の
、「
伊

藤
清
永
賞
」受
賞
作
品
約
1
6
0

点
を
一
堂
に
集
め
、
振
り
返
り
ま

す
。
先
輩
と
後
輩
、
地
元
の
方
と

都
会
で
活
躍
す
る
方
と
の
大
交
流

を
行
い
ま
す
。

◇
会
期
　
11
月
2
日（
土
）〜
12
月

3
日（
火
）※
水
曜
日
休
館

◇
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

5
時（
入
館
は
4
時
30
分
ま
で
）

◇
入
館
料
　
一
般
3
0
0
円
、
高

校
･
大
学
生
・
65
歳
以
上
・
身

体
障
害
者
1
5
0
円
、
小
・
中

学
生
無
料

■
同
窓
会
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
＆

ミ
ニ
講
演
会

◇
日
時
　
11
月
10
日（
日
）午
後
1

時
〜
3
時

◇
場
所
　
出
石
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◇
参
加
費
　
1
人
1
5
0
0
円

《
問
合
せ
》
伊
藤
清
永
美
術
館

　
☎
52

5
4
5
6

①「まずは知る」作戦！
　地域のみんなが、地域の自然の豊かさや脆

もろ
さ

をわかるようにします。
②「行動に移す」作戦！
　多様な生きものが住みやすい環境を増やしま
す。

※①～⑤の作戦ごとに目標を掲げ、具体的な行動を示しています。

短期戦略Ⅰ（2013～2017）
③「基盤を守る」作戦！
　地域を支える第一次産業を育てます。
④「つながる･つなげる」作戦！
　人と人、地域と人とのつながりを深めます。
⑤「効果を高める」作戦！
　作戦を実行しやすいしくみをつくります。

◀
豊
岡
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略

毎
月
第
2
水
曜
日
は

　
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　
第
14
回
は
11
月
13
日（
水
）

9
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

15
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

3
人

・
参
加
総
数

：

1
7
5
人

・
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）の
削
減

量

：

約
4
0
6
キ
ロ
グ
ラ
ム

・
マ
イ
カ
ー
を
自
粛
し
た
距
離

：

1
7
5
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
豊

岡

－

東
京
間
1
往
復
の
距
離
）

※
C
O
2
排
出
削
減
効
果
は
、〔
燃

料
節
減
量（
リ
ッ
ト
ル
）×
ガ

ソ
リ
ン
C
O
2
排
出
係
数（
1

リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、
2
・
32
キ

ロ
グ
ラ
ム

－

C
O
2
）と
仮
定

※
燃
料
節
減
量
は
、
前
提
条
件
を

ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
仮
定

※
自
粛
し
た
距
離
は
1
人
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
仮
定

◆
第
3
期「
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
」を
実
施
し
ま
す（
10
月
〜

平
成
26
年
3
月
）。
事
業
所
の

方
も
個
人
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　
☎
23

1
7
1
2



今日からできる 健康への第一歩 ～塩分編～
食で健康づくりを応援①

皆さんにとって「食」とはどのようなものですか？
健康づくりに役立つ食のコラムを3回シリーズでお知らせします。《問合せ》健康増進課☎24－1127

《作り方》
①　ホウレン草は熱湯でゆでて、冷水にさらす。水気を   
　　絞り、3cmの長さに切る。
②　千切りにしたニンジンとモヤシは熱湯でゆでる。
③　ショウガは千切りにして、Aと混ぜ合わせる。
　　七味唐辛子はお好みの量を入れる。
④　ゆでておいた材料と③をよく和えて、完成。

材　料　（２人分）
ホウレン草 1/2束
ニンジン 1/4本
モヤシ 1/4袋
ショウガ 1/5かけ
　　しょうゆ 小さじ1
Ａ　酢 小さじ2
　　砂糖 小さじ1
七味唐辛子 少々

3色野菜のピリ辛和え

1人分当たり
エネルギー 24kcal、塩分 0.4g

～おすすめポイント～
ショウガや唐辛子を使って、薄味でも満足

簡単でおいしい
減塩メニューの紹介

塩分を取り過ぎていませんか？ 塩分を減らす5つのポイント

日ごろから薄味を心掛け、
　　　上手に減塩しましょう！

　日本人の１日の塩分摂取量は、10gを超えています。塩分の取
り過ぎは、高血圧や動脈硬化、脳血管疾患などを引き起こす原
因となります。
　高血圧予防のためには、男性は9g未満、
女性は7.5g未満が良いとされています。

①香味野菜（ショウガ・ネギなど）、香辛料（こしょう・唐辛子・カレ
ー粉など）、かんきつ類（レモン・柚子など）を使い、味にアクセ
ントをつける。
②新鮮なものや旬の食材を使い、素材の味を生かす。
③麺類の汁は全部飲まずに残すようにする。
④外食、加工食品、漬物、調味料（塩・しょう
　ゆ・みそなど）の取り過ぎに注意する。
⑤野菜を多くとるようにする。

　

｛
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健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

「
元
気
地
区
発
見
！
住
民
力
で
地
域
を
元
気
に
！
」

参
加
者
募
集

　

若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、

歩
い
て
参
加
で
き
る
地
区
の
会
館

な
ど
に
集
ま
り
、
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
を
実
践
す
る
取
組
み
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

玄
さ
ん
元
気
教
室
で
地
域
ぐ
る

み
の
健
康
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

を
始
め
ま
せ
ん
か
？
実
践
地
区
の

取
組
み
事
例
か
ら
、
地
区
の
実
情

に
応
じ
た
楽
し
く
・
元
気
な
自
主

活
動
の
ヒ
ン
ト
が
き
っ
と
得
ら
れ

ま
す
。

▽
日
程　

11
月
29
日（
金
）

　

午
後
7
時
〜
9
時

▽
会
場　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康

福
祉
施
設
多
目
的
ホ
ー
ル（
立

野
町
）

▽
内
容

①
実
践
発
表「
わ
が
ま
ち
の
取
組

み
」（
片
間
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
、
日
野
辺
区
）

②
健
康
長
寿
で
活
気
あ
る
地
区
に

（
事
業
案
内
）

③
元
気
も
ん
体
操
を
体
験
！

▽
対
象　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
市
民

▽
参
加
費　

無
料

▽
受
付
期
間　

11
月
1
日（
金
）〜

25
日（
月
）

▽
定
員　

先
着
1
0
0
人
程
度

▽
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァッ

ク
ス　

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
28
・
6

パ
ー
セ
ン
ト（
平
成
25
年
4
月
1

日
現
在
）。
2
0
1
5
年
に
は
戦

後
の「
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世

代
」が
65
歳
に
、
2
0
2
5
年
に

は
75
歳
に
到
達
し
、
2
0
4
2
年

に
高
齢
者
数
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
が

必
要
な
期
間
を
短
く
し
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
を

継
続
す
る
こ
と
は
誰
も
の
願
い
で

す
。

　

今
こ
そ
、
要
支
援
・
要
介
護
状

態
に
な
る
前
か
ら
の「
介
護
予
防
」

を
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
実
践
す

る「
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
」

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
地
区
・
団
体
の
健
康
づ

く
り
を
中
心
と
し
た
自
主
活
動
を

応
援
す
る「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」を

展
開
中
で
す
。
地
区
の
会
館
な
ど

で
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と
し

た
運
動（
元
気
も
ん
体
操
）を
行
う

も
の
で
す
。

【
参
加
者
の
声
】

・
姿
勢
が
良
く
な
っ
た

・
便
通
が
良
く
な
っ
た

・
近
所
の
人
と
の
交
流
が
今
ま
で

以
上
に
密
に
な
っ
た　
　

な
ど

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24
1
1
2
7
FAX 

24
9
6
0
5

「
地
域
」で
健
康
づ
く
り
・介護

予
防

「
玄
さ
ん
元
気
教
室
」

▲玄さん元気教室の様子
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認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て「
認

知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時　

11
月
17
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時

▼
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
ア

イ
テ
ィ
7
階
、
大
手
町
）

▼
対
象　

認
知
症
に
関
心
の
あ
る

市
民

▼
内
容

○
第
1
部　

特
別
講

演（
座
長　

豊
岡

市
医
師
会
・
認
知

症
サ
ポ
ー
ト
医　

中
治
隆
宏
さ
ん
）

・
演
題「
認
知
症
の
人
を
支
え
る

地
域
づ
く
り
」

・
講
師　

認
知
症
介
護
研
究
・
研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
研
究
部
副
部

長　

永
田
久
美
子
さ
ん

○
第
2
部　

認
知
症
地
域
活
動
実

践
報
告（
座
長　

公
立
豊
岡
病

院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

長　

高
石
俊
一
さ
ん
）

・「
サ
ロ
ン
小こ

丸ま
る

の
取
り
組
み
」　

（
サ
ロ
ン
小
丸
お
世
話
役　

西

村
清
美
さ
ん
、
社
会
福
祉
協
議

会
竹
野
地
区
セ
ン
タ
ー　

木
村

陽
子
さ
ん
）

・「
奥
赤
サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
」　

（
集
落
サ
ポ
ー
タ
ー　

樫
本
義

弘
さ
ん
、
社
会
福
祉
協
議
会
但

東
地
区
セ
ン
タ
ー　

井
上
義
幸

さ
ん
）

▼
定
員　

先
着
2
8
0
人

▼
参
加
費　

無
料（
整
理
券
が
必

要
で
す
）

※
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事
業

1
0
0
ポ
イ
ン
ト

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

高
年
福
祉
課

　

☎
24

2
4
0
9

　

FAX　
24

9
0
8
8

　

認
知
症

は
誰
に
で

も
起
こ
り

う
る
脳
の

病
気
で
す
。

認
知
症
状

が
あ
る
方
は
年
々
増
加
し
、
85
歳

以
上
で
は
4
人
に
1
人
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
を
家
族
だ
け
で
支

え
る
の
は
難
し
く
、
地
域
の
方
々

の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

み
ん
な
で
つ
け
よ
う
！

　
　
　

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

◆
一
般
の
部

も
っ
た
い
な
い
無
欲
に
な
れ
ず
鍬

を
振
る　
　
　
　
（
斎
藤
き
み
子
）

マ
イ
カ
ー
に
今
年
も
う
ち
わ
を
ま

た
乗
せ
る　
　
　
　
（
斉
藤
幸
乃
）

始
め
よ
う
口
先
だ
け
の
エ
コ
を
捨

て　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
具
視
）

側
溝
の
泥
に
う
も
れ
る
ア
ル
ミ
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
茂
子
）

捨
て
る
こ
と
で
き
ぬ
日
本
の
自
給

率　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
正
二
）

古
民
家
憩
う
広
場
に
変
身
す　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
加
代
）

も
っ
た
い
な
い
一
番
先
に
孫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
も
み
）

と
ぎ
汁
を
金
の
な
る
木
に
か
け
る

妻　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
恭
司
）

も
っ
た
い
な
い
ケ
チ
で
も
い
い
よ

貴
方
な
ら　
（
い
し
ざ
わ
こ
ー
ど
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
見
て
る
の
も
っ

た
い
な
い　
　
　
（
角
森
多
久
哉
）

ケ
ー
タ
イ
で
時
間
潰
す
の
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
（
角
森
み
ゆ
き
）

エ
コ
ロ
ジ
ー
今
か
ら
し
な
く
て
い

つ
や
る
の　
　
　
（
戸
田
山
愛
華
）

お
母
さ
ん
も
っ
た
い
な
い
は
も
う

い
い
よ　
　
　
（
さ
さ
き
の
ぼ
る
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
見
守

る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　
　

何
を
す
る
人
？

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
方
や
家
族
を
見
守
る
応
援
者
の

こ
と
で
す
。

　

足
の
不
自
由
な
方
は
、
つ
え
や

車
椅
子
な
ど
を
使
っ
て
動
く
こ
と

が
で
き
、
行
き
た
い
場
所
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
方
に
は
、

自
分
の
障
害
を
補
う「
つ
え
」の
よ

う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
障
害
の
あ
る
部
分
を
補
う
た

め
に『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』の
存

在
が
必
要
な
の
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
印

　
　
　
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
養
成
さ
れ
た

応
援
者
の
印
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
色

の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
仕
様
の
リ
ン
グ

で
、「N

inchisho　

Supporter

」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ
け
よ
う
！

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
つ
け
た
人
に

　

頼
め
る
地
域
を
作
ろ
う
！

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
は
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
身
に
着
け
、

街
に
出
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
認
知

症
の
方
や
家
族
は
、
そ
の
リ
ン
グ

を
見
た
ら
遠
慮
な
く
声
を
掛
け
、

少
し
の
間
の
見
守
り
な
ど
を
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

　
　

利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
が
、

地
域
に
多
い

ほ
ど
認
知
症

の
方
が
住
み

や
す
い
地
域

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
市
で
は
、

希
望
の
区
・
企
業
・
学
校
な
ど
へ

の
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

2
4
0
9

　

FAX　
24

9
0
8
8

▲オレンジリング
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目
だ
け
を
記
入
す
れ
ば
い
い
か
。

A　
変
更
が
あ
る
項
目
だ
け
で
は

な
く
、
全
て
の
項
目
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
日
本
年
金
機
構
豊
岡

年
金
事
務
所
☎
22

0
9
4
8

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
全
額
と
は
、
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
で
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
届
く「
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
」（
は
が
き
）を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
配
偶
者
も

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
、
そ
の
納
付
額

の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税

な
ど
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
自
身
の
社
会
保
険

料
額
と
合
算
し
、
家
族
分
の
控
除

証
明
書
も
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
届

く
時
期

　

障
害
基
礎
年
金
、
障
害
厚
生
年

金
な
ど
が
支
給
さ
れ
る「
障
害
の

状
態
」と
は
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
年
金
法
に
定
め
る
障
害
の
状
態

が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
状
態
が
長

期
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
場
合
を

い
い
ま
す
。

　

そ
の
障
害
認
定
基
準
を
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
障
害

年
金
を
受
け

る「
障
害
の
状

態
」に
あ
る
か

疑
問
の
方
、
今

か
ら
請
求
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

方
な
ど
、
確
認
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

※
障
害
年
金
請
求
に
は
、
保
険
料

納
付
要
件
な
ど
他
に
も
条
件
が

あ
り
ま
す
。

▽
障
害
認
定
基
準
の
掲
載
場
所

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

↓
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
こ

れ
か
ら
請
求
す
る
方
↓
障
害
年

金　

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
方

↓
障
害
認
定
基
準

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
11
月
9
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
11
月
5
日（
火
）、
11
日
・
18

日
・
25
日
の（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

・
1
月
か
ら
9
月
の
間
に
納
付
し

た
方
…
11
月
上
旬

・
10
月
か
ら
12
月
の
間
に
今
年
初

め
て
納
付
し
た
方
…
翌
年
2
月

上
旬

▽
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
紛
失
な

ど
の
照
会
先（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
照
会
用
電
話
番
号

　

☎
0
5
7
0
0
7
0
1
1
7

・
I
P
電
話

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
3
0

・
受
付
期
間　

11
月
1
日（
金
）〜

平
成
26
年
3
月
14
日（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）

　

老
齢
年
金
等（
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
を
除
く
）に
は
、
所
得
税

法
上「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税
が

か
か
り
、
年
金
額
が
1
5
8
万
円

（
65
歳
未
満
の
方
は
1
0
8
万
円
）

以
上
の
方
は
、
受
け
取
る
年
金
か

ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
基
礎
控
除
や
扶
養
控

除
を
受
け
る
に
は
、
毎
年
10
月
下

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書
」（
は
が
き
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
期
限
内
に

日
本
年
金
機
構
へ
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
は
が
き
を
提
出
し
な

い
と
、
控
除
申
告
が
な
い
も
の
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紛
失
ま
た
は
届
か
な
い

場
合
な
ど
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
扶
養
親
族
等
申
告
書
に
関
し
て

よ
く
あ
る
質
問

Q
　
扶
養
親
族
等
が
い
な
い
場
合

も
提
出
が
必
要
か
。

A　
必
要
で
す
。
扶
養
が
な
い
場

合
で
も
、
提
出
す
る
と
自
身
の

基
礎
控
除
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

Q
　
提
出
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

A　
提
出
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
す
み
や
か
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

こ
の
申
告
書
が
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
基
礎
控
除
や
扶
養

控
除
な
ど
の
控
除
が
受
け
ら
れ

ず
提
出
し
た
場
合
と
比
べ
て
多

く
の
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

ま
す
。

Q
　
前
年
の
申
告
内
容
か
ら
変
更

が
あ
る
場
合
、
変
更
が
あ
る
項

障
害
年
金
の

　
障
害
認
定
基
準
が

確
認
で
き
ま
す

年
金
受
給
者
の
方
に
は

扶
養
親
族
等
申
告
書
が
届
き
ま
す

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

曜日 受付時間

月 ８：30～19：00

火～金 ８：30～17：15

第２土 ９：30～16：00

※月曜日が祝日の場合、
翌日に時間延長
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〜
家
族
で
一
緒
に

　
　
　
　
　
過
ご
し
ま
し
ょ
う
〜

　

教
育
の
原
点
は
、
家
庭
で
す
。

家
庭
生
活
の
中
で
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
子
ど
も
に
身
に
付
け
さ

せ
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な

ど
、
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
、
分
か
り
や
す

く
繰
り
返
し
教
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

保
護
者
は
、
厳
し
さ
と
愛
情
を

持
っ
て
子
ど
も
を
し
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
親
か
ら
厳
し
く
し

つ
け
ら
れ
た
子
ど
も
は
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
、
こ
の
最
高
の
贈
り

物
に
託
さ
れ
た
深
い
愛
情
に
気
付

き
、
感
謝
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

わ
が
家
の
家
族
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

16
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
が

入
賞
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

　

☎
23

0
3
4
1

10
月
8
日
は
…「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」⑥

と
　
　
　 

よ
う
か

《わが家の家族写真コンクール入賞者》
　 氏名 タイトル

最優秀賞 佐野駿平 昭和な風景

優秀賞 安田靖子 ラジオ体操の帰り
のセミ探し

優秀賞 松本昌代 しゃぼん玉

優秀賞 岡田輝紀 三世代家族

優秀賞 川西真由美 Smile jump
～最高の笑顔で～

優秀賞 丸岡敦子 ひぃおばあちゃんと
いないいないばー

優秀賞 佐野里帆 みんなのにんきもの

優秀賞 得田美喜子 笑顔

優秀賞 得田雅人 姉弟

優秀賞 藤田英子 紅葉狩り

優秀賞 木村美枝子 はじめまして、お
姉ちゃん ▲最優秀賞「昭和な風景」

（敬称略）

第４回市民エコポイント抽選会
◇日時　11月４日（月・休）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所　総合体育館前広場
◇内容　市民エコポイント10ポイ
　　　　ントで１回抽選できます（空くじなし）。
【主な商品〔　〕記載は協賛企業名、敬称略】
・電動アシスト自転車〔㈲アルタナティバ〕
・遮熱塗料のお試し施行〔㈱北近畿緑地建設〕
・携帯型ペレットストーブ〔㈱SUNWEST〕
・豊岡製オーガニックコットンバッグ〔㈱ウノフク〕
・「豊岡市マスコット」をあしらった玄関マット、　
健康サプリメント、天然油脂石鹸と化粧品セッ
ト、スパイスセット〔㈱カネカ〕

・高級木製ハンガー〔中田工芸㈱〕
・伊賀焼　直火炊飯土鍋〔豊岡エネルギー㈱〕
・家庭用生ごみ処理器〔㈲エコ・クリーン〕
・健康トルマリン、備長炭肌着セット〔㈱絆工房〕
・特急バス乗車券（往復）、豊岡ノーマイカーデー
フリーチケット〔全但バス㈱〕

・苅草土壌改良剤〔㈲うりた重機興業〕
・但馬牛（すき焼き用）、コロッケとメンチカツのセット
　〔㈲但馬ビーフはまだ〕
・城崎マリンワールド　ペア入園券〔日和山観光㈱〕
・神鍋高原スキー場リフト1日券引換証〔神鍋ス
キーリフト協議会〕

・コウノトリ育むお米〔JAたじま〕
・ミニ黒板、ペンたて〔㈱コンゴープロダクツ〕
・水耕栽培セット〔㈲大谷建設〕
・どぶろく「八平達磨」〔農家民宿　八平だるま〕
・LED懐中電灯〔㈱長谷川電機〕
・城崎スイーツCO・CO・rO「コウノトリ育む米」
の焼き菓子〔城崎スイーツChaya〕
・生もと吟醸　香住鶴〔香住鶴㈱〕
・兵庫豊岡こうのとりのお米〔豊岡エコファーマーズ〕
・ジビエ料理（鹿肉）お食事券〔㈱日高振興公社〕
・二方蒲鉾　詰め合わせ〔二方蒲鉾㈱〕
・自然に優しいせっけん　コメサボン〔moko〕
・楽農や～玉ねぎ入りウインナー〔㈱Teams〕
・ラスク〔ブーランジュリーモン〕
・バーベキュー用白炭、木酢液〔神鍋白炭工房〕
・竹パウダー〔㈱谷垣組〕
・木質ペレット〔㈱豊岡ペレット〕
・こうのとり生姜商品〔中筋生きがいクラブ〕
・コウノトリのクッキング米粉〔丸萬中源㈱〕
・クリームコロッケ〔㈱さんれいフーズ〕
・クリタマ〔㈱西垣養鶏場〕
・トイレットペーパー「兵庫の紙」〔西日本衛材㈱〕
・市内温泉入浴券〔各温泉管理者〕
・NOMOベースボールクラブオリジナルグッズ、
デジタルカメラ、折りたたみ自転車、ソーラー
ミニカー、エコライト、資源ごみ袋など多数

　市では、環境行動の成果が形となって表れ、実感できる仕組み「豊岡エコポイント」を実施して
います。抽選会や賞品などの情報をシリーズでお知らせします。《問合せ》環境経済課☎22-4480

※当日は総合体育館内で豊岡市美術展が開催中です。一緒にお楽しみください。
※市民エコポイントへの交換は、当日、会場でも可能です。

みんなで取り組もう
豊岡エコポイント vol.13
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地
域
・
運
行
事
業
者
・
市
の
協
働
で
取
り
組
む
神
鍋
線「
上
限

2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
の
評
価
に
必
要
な
情
報
を
得
る
た
め
、
沿
線

（
清
滝
・
西
気
地
区
）の
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
前
回
の
調
査（
平
成
24
年
5
月
）以
降
、
第
二
期
の
社
会
実
験
に
か

け
て
、
意
識
や
行
動
の
変
化
な
ど
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
!

〜
次
世
代
に
バ
ス
を
残
す
た
め
に  

あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
は
〜

　

沿
線
の
方
々
の
認
知
度
や
意
識

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
注

目
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
調
査
で
は
、
約
半
分
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
運
行
ダ
イ
ヤ
も
、

今
回
の
調
査
で
は
、
70
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
方
が
ご
存
じ
で
、
中
で

も「
ぼ
ち
ぼ
ち
便
」は
80
パ
ー
セ
ン

ト
の
方
が
ご
存
じ
で
し
た
。

　

前
回
の
調
査
で
は
、
77
パ
ー
セ
ン

ト
の
方
が「
社
会
実
験
以
降
利
用

な
し
」と
答
え
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
調
査
で
は
57
パ
ー
セ
ン
ト
に
留

ま
り
、
20
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
何
ら

か
の
き
っ
か
け
で
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
今
も
利
用
な

し
」が
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、

1
人
で
も
多
く
の
方
が「
利
用
」へ

転
換
で
き
る
か
が
社
会
実
験
成
功

の
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「
神
鍋
線
を
残
す
た
め
に
積
極
的

に
利
用
し
て
い
る
」が
伸
び
て
お

り
、
こ
れ
は
社
会
実
験
の
意
義
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
宅
や
目
的
地
の
近

く
を
バ
ス
が
通
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
」も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

前
回
の
調
査
で
は
、「
施
設
や
買

物
の
割
引
制
度
な
ど
、
バ
ス
を
利

用
し
た
場
合
の
特
典
を
増
や
す
」

が
ト
ッ
プ
で
し
た
。
今
回
の
調
査

で
は「
区
ご
と
に
利
用
目
標
を
設

定
す
る
な
ど
区
を
挙
げ
た
乗
車
運

動
に
取
り
組
む
」が
最
多（
43
パ
ー

セ
ン
ト
）で
し
た
。

　

今
年
8
月
に
は
、
月
間
目
標
に

対
し
て
1
0
0・5
パ
ー
セ
ン
ト
の
1 

万
3
2
5
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
校
生
の
通
学
利
用

の
増
加
に
加
え
、
各
区
や
老
人
会

な
ど
各
種
団
体
の
利
用
促
進
、
さ

ら
に
は
道
の
駅「
神
鍋
高
原
」で
開

催
さ
れ
た「
神
鍋B

ビ
ア
ナ
イ
ト

eerN
ight!

」な

ど
の
取
組
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
調
査
結
果
で
も
裏
付

け
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
社
会
実
験
の
内
容
を

ご
存
じ
で
す
か
？

③
神
鍋
線
を
利
用
す
る
理
由
は

何
で
す
か
？

④
神
鍋
線
利
用
促
進
の
た
め
の

取
組
み
に
必
要
な
こ
と
は
？

社
会
実
験
成
功
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
？

社
会
実
験
開
始
以
来
、

初
め
て
月
間
目
標
を
達
成
！

②
神
鍋
線
の
利
用
に

変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　

今
回
の
調
査
で
、
社
会
実
験
に

対
す
る
沿
線
の
方
々
の
意
識
や
行

動
が
よ
り
高
ま
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
に
社
会
実
験
の
必

要
性
を
訴
え
続
け
る
と
と
も
に
、

「
区
ご
と
に
利
用
目

標
を
設
定
す
る
な
ど
、

地
域
全
体
で
の
取
組

み
を
強
力
に
推
進
し

ま
す
。

《「上限200円バス」社会実験の認知度》
項　　　目 Ｈ24.5調査 Ｈ25.7調査

神鍋線の運賃の上限は200円である 99％ 100％
通学定期代は1カ月7,200円である 32％ 40％
朝7時に江原駅に着く便が増便された 56％ 74％
夜9時に江原駅を出る便が増便された 56％ 71％
通院・買物に便利な「ぼちぼち便」が増便された － 80％
ほぼ1時間ごとにバスが運行されている 69％ 82％
バス利用特典が受けられる店や施設がある 71％ 85％
実験成功には従来の2倍の利用者数が必要 56％ 78％
前回実験は、目標の7割程度にとどまったこと 53％ －
実験の結果、目的に達しないと判断された場合は、
従前の運賃体系に戻し、更に路線収支改善のため
の減便が検討されること

－ 87％

《行動の変化》
Ｈ24.5調査 Ｈ25.7調査

《神鍋線を利用する理由》
項　　　目 Ｈ24.5調査 Ｈ25.7調査

運賃が安くなった 66％ 61％
神鍋線を残すため積極的に利用している 55％ 62％
利用したい時間に運行されるようになった 22％ 17％
便数が増えた 17％ 12％
自宅や目的地の近くをバスが通るようになったから － 12％
定期代が安くなった 7％ 8％
その他 6％ 5％

《神鍋線利用促進のための取組み》
項　　　目 Ｈ24.5調査 Ｈ25.7調査

施設や買物の割引制度など、バスを利用した場合の特典を増やす 37％ 33％
地区ごとに利用目標を設定するなど地区をあげた乗車運動に取り組む 32％ 43％
「ノーマイカーデー」など、マイカー利用を自粛する日を定期的に設定する 31％ 28％
特に取り組みは必要はない。個人や世帯の自主性に任せるべき 21％ 17％
自分に合ったバスの乗り方を具体的にイメージしてもらう取り組みを実施 16％ 18％
利用促進キャンペーンや地区ごとに市や事業者との対話集会を開催する 13％ 14％
社会実験を成功させる必要はない。神鍋線は関係ない 2％ 2％
その他 12％ 12％

《目標と利用実績の比較（4-8月）》

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
目標 Ｈ24.4－8

（第 1期）
Ｈ25.4－8
（第 2期）

50,721 人

36,848 人
（72.6％）

44,656 人
（88.0％）

Ｈ25.4月 Ｈ25.5月 Ｈ25.6月 Ｈ25.7月 Ｈ25.8月

目標利用者数 9,945 10,277 9,945 10,277 10,277

実績 7,950 8,711 8,680 8,990 10,325

比較 △1,995 △1,566 △1,265 △1,287 48

達成率（％） 79.9％ 84.8％ 87.3％ 87.5％ 100.5％

運行便数 656 670 650 696 692

1便平均 12.1 13.0 13.4 12.9 14.9

以前から利用、
今も同じように
利用している
7％

以前から利用、
今は利用回数が
増えた　6％

以前は利用せず、
今は利用する
ようになった
11％

今年4月から
利用するように
なった　0％

以前から利用せず、
今も利用していない
77％

以前から利用、
今も同じように
利用している
　　10％

以前から利用、
今は利用回数が
増えた　8％

以前は利用せず、
今は利用するように
なった　19％

今年4月から
利用するように
なった　7％

以前から利用せず、
今も利用していない
　　　　57％
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む
農
法
で
古
代
米
を
栽
培
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
、
市
の「
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
舞
」認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。

　

機
能
面
で
は
、
泡
立
ち
を
良
く

し
、
洗
浄
力
を
高
め
つ
つ
、
栄
養

価
の
高
い
ア
ボ
カ
ド
オ
イ
ル
を
主

原
料
に
配
合
す
る
な
ど
し
て
、
優

し
い
泡
で
、
し
っ
と
り
と
し
た
洗

い
上
が
り
に
な
る
よ
う
に
改
良
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、「I w
ish you happin 

ess

（
あ
な
た
に
幸
せ
が
訪
れ
ま
す

よ
う
に
）」を
テ
ー
マ
に
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し

̶

古
代
米
を
せ
っ
け
ん
に
使
お
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

古
代
米
は
生
命
力
が
強
く
、
栄

養
価
も
高
い
神
秘
的
な
食
べ
物
で

す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
や
鉄
分
な

ど
、
女
性
の
体
に
良
い
成
分
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

米
ぬ
か
せ
っ
け
ん
は
、
以
前
か

ら
自
宅
で
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

古
代
米
を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
良

い
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

̶

市
の
補
助
金
が
き
っ
か
け
で
商

品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
も
〝
赤
米
石せ
っ

鹸け
ん

〞
と

し
て
、
自
宅
周
辺
の
温
泉
施
設
や

口
コ
ミ
な
ど
で
販
売
し
て
い
た
の

で
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
商

品
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。

̶

具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
点
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
か
？

　

こ
れ
ま
で
も
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

人
、自
然
に
や
さ
し
い
お
店　

m

モ
コ

oko

（
但
東
町
奥
矢
根
）

̶

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
古
代
米
を
使
用
し
た
せ
っ
け
ん
の
製
造

̶

企業紹介

た
ブ
ラ
ン
ド「c

コ

メ

om
e 

s

サ
ボ
ン

avon

」を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
透
明
感
の
あ
る

も
の
に
一
新
し
ま
し
た
。

̶

ど
う
い
っ
た
方
に
使
っ
て
ほ
し

い
で
す
か
？

　

こ
の
せ
っ
け
ん
は
、
女
性
向
け

の
洗
顔
用
化
粧
せ
っ
け
ん
で
す
。

敏
感
肌
や
乾
燥
肌
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
違
い
を

感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

美
肌
成
分
や
天
然
保
湿
成
分
が

た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

潤
い
と
ハ
リ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
全
身
洗
い

に
も
使
用
で
き
ま
す
。　

̶

価
格
と
今
後
の
展
開
は
？

　

価
格
は
、
1
個
1
0
5
0
円
で
、

約
4
個
分
が
一
本
に
な
っ
た
お
徳

用
は
3
千
円
で
す
。

　

今
後
は
、
但
馬
の
土
産
物
屋
や

温
泉
施
設
で
の
販
売
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー
マ
の
と
お

り
、
幸
せ
を
運
ぶ
せ
っ
け
ん
と
し

て
、
ギ
フ
ト
な
ど
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
54

0
6
5
5

　

http://w
w
w
.m
oko-sekken.

　

com
/

○36

　

日
本
の
中
小
企
業
経
営
者
で
、

自
身
の
親
族
を
後
継
者
に
選
ん
だ

方
は
、
全
体
の
6
割
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
親
族
の
中
で
も
、
7
割

弱
の
方
が
自
身
の
子
ど
も
を
後
継

者
に
選
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
中

小
企
業
で
は
、
多
く
の
オ
ー
ナ
ー

が
経
営
者
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
相
続
は
、
事
業
承
継
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
考
え
て

お
く
べ
き
重
要
な
問

題
で
す
。

　

例
え
ば
、
経
営
者
が
自
身
の
子

ど
も
の
う
ち
、
一
人
を
後
継
者
に

指
名
し
て
、
早
く
か
ら
株
式
な
ど

の
資
産
を
授
け
て（
生
前
贈
与
）経

営
を
任
せ
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ

の
後
、
先
代
経
営
者
の
死
亡
で
相

続
が
開
始
さ
れ
る
と
、
そ
の
遺
産

の
相
続
権
は
後
継
者
以
外
の
子

ど
も
な
ど
に
も
及
び
、
遺
産
に
は
、

先
代
経
営
者
が
後
継
者
に
移
し
た

資
産
も
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
早

く
か
ら
自
身
の
資
産
を
後
継
者
に

授
け
て
経
営
さ
せ
て
い
て
も
、
そ

の
資
産
を
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
可
能
性
も
あ
り
、
業
績
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
実
際
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り

ま
す
）。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
生
前
か
ら
家
族
を
含

め
た
関
係
者
と
話
し
合
い
、
後
継

者
以
外
の
相
続
人
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
遺
産
の
分
割
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
お
く
こ
と
が
、
遺
族
や

会
社
、
ひ
い
て
は
従
業
員
や
取
引

先
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
。

　

経
営
者
の
皆
さ
ん
、
じ
っ
く
り

時
間
を
掛
け
て
誰
も
が
納
得
で
き

る
事
業
承
継
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

《
参
考
文
献
》

（
株
）東
京
商
工
リ
サ
ー
チ「
後
継

者
教
育
に
関
す
る
実
態
調
査
」

（
2
0
0
3
年
）、
事
業
承
継
関
連

相
続
法
制
検
討
委
員
会「
中
間
報

告
」（
2
0
0
6
年
）

 

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
23

4
4
8
0

　
事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑦

　
　
事
業
承
継
と
相
続

▲古代米から作られたせっけん



　

9
月
26
日
、
市
議
会
定
例
会
で

同
意
を
得
て
、
豊
岡
市
教
育
委
員

会
委
員
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残

任
期
間（
平
成
29
年
5
月
16
日
ま

で
）で
す
。

　

9
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て

日
本
を
縦
断
し
た
台
風
18
号
は
、

京
都
府
を
中
心
に
、
日
本
列
島
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
隣
接
す
る
福
知
山
市

や
由
良
川
流
域
の
災
害
支
援
を
検

討
す
る
た
め
、
17
日
に
本
市
職
員

を
現
地
に
送
り
、
被
害
状
況
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
受

け
て
、
福
知
山
市
に
災
害
支
援
を

申
し
出
ま
し
た
。

　

同
日
、
福
知
山
市
か
ら
災
害
派

遣
要
請
を
受
け
、
翌
18
日
か
ら
市

職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
現
地
で

は
、
災
害
廃
棄
物
を
、
重
機
や
人

力
で
分
別
し
な
が
ら
ダ
ン
プ
カ
ー

に
積
み
込
み
、
福
知
山
市
か
ら
指

定
さ
れ
た
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場

に
運
搬
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

支
援
は
23
日
ま
で
実
施
し
、
延
べ

66
人
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
直
後
、
当
該

自
治
体
に
は
種
々
の
支
援
を
要
請

す
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市

は
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
経

験
に
よ
り
、
こ
ち
ら
か
ら
迅
速
に

災
害
派
遣
を
し
、
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
22
日
、城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
プ
レ
事
業「
地
域
文
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
│
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
と『
小
さ
な
世
界
都
市
』」

を
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま

し
た
。
第
1
部
は
、
前
文
化
庁
長

官　

近
藤
誠
一
さ
ん
の
基
調
講
演
、

第
2
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
藤
さ
ん
は「
富
士
山
は
芸
術
の

源
泉
。文
化
遺
産
と
し
て
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。外
国
の
方
の
日
本

理
解
に
最
も
効
果
的
な
の
は
来
て
も

ら
う
こ
と
で
あ
り
、城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
行
う
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス（
芸
術
家

が
ま
ち
に
滞
在
し
な
が
ら
新
し
い

作
品
を
つ
く
る
活
動
と
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
制
度
）の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、「
舞
台
芸
術
系
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
で
は
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
国
内
で
最
大
規
模
。
温
泉

が
あ
る
こ
と
も
強
み
」「
海
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
、
帰
国
後
、
作
品
を

発
表
す
る
。
城
崎
も
紹
介
さ
れ
、

成
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ

る
」な
ど
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
劇
作
家
の
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

演
劇
祭
の
作
品
を
城
崎
で
初
演
す

る
と
話
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
日
午
後
5
時
か
ら

と
午
後
8
時
か
ら
の
2
回
、
城
崎

温
泉
の
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で「
ダ
ン
サ
ー
を
探
せ
!! 
in 

城
崎
温
泉
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
但

馬
地
域
か
ら
集
ま
っ
た「
紛
れ
ダ

ン
サ
ー
」の
87
人
が
出
演
し
、
観

光
客
ら
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
プ
レ
事
業「
地
域
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
ダ
ン
サ
ー
を
探
せ
‼ 

in 

城
崎
温
泉
」を
開
催

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
9
月
】

16
日
・
豊
岡
市（
城
崎
地
域
、
但

東
地
域
）災
害
警
戒
本
部

設
置
・
同
日
廃
止

18
日
・
福
知
山
市
へ
災
害
派
遣（
〜

23
日
）

25
日
・
国
民
体
育
大
会
・
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
本

市
出
身
選
手
激
励
会
・
報

告
会

　
　

・
東
京
大
学
豊
岡
実
習（
〜

28
日
）

27
日
・
第
1
回
市
立
森
本
中
学
校

統
合
検
討
委
員
会

28
日
・
韓
国
・
環
境
財
団「
子
ど

も
環
境
セ
ン
タ
ー
」来
訪

30
日
・
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1 

4
豊
岡
大
会
実
行
委
員
会

設
立

【
10
月
】

2
日
・
新
庁
舎
竣
工
記
念
イ
ベ
ン

ト
募
集（
〜
24
日
）

3
日
・
戦
没
者
追
悼
式

4
日
・
第
1
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
検
証
委
員
会

　
　

・
2
0
1
3
モ
ン
ゴ
ル
国
研

修
生
来
訪（
〜
9
日
）

7
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
地

場
ソ
ー
ラ
ー
安
全
祈
願
祭

9
日
・
国
道
4
8
2
号
鶴
岡
橋
開

通
式

　
　

・
京
丹
後
市
・
豊
岡
市
合
同

会
議

▲城崎温泉街のあちこち
にダンサーの姿

▲宮
みや

嶋
じま

珠
たま

美
み ▲福知山市で災害廃棄物の収集作業を

行う本市派遣職員

新
た
に
任
命
さ
れ
た
教
育
委
員

（
敬
称
略
）

〜
必
要
な
支
援
を
迅
速
に
行
う
〜

台
風
18
号
の
被
災
地・福
知
山
市
に
災
害
派
遣
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10
月
3
日
、
戦
没
者
追
悼
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　

あ
の
戦
争
で
4
0
8
9
人
の
豊

岡
出
身
者
が
兵
士
と
し
て
異
国
の

地
で
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
戦

争
が
終
わ
っ
て
か
ら
68
年
。
人
は

忘
れ
る
生
き
物
で
あ
り
、
忘
却
は

苦
し
み
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
。

　

一
昨
年
の
大
災
害
の
被
災
地
か

ら
一
貫
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、「
ど
う
か
私
た
ち
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」と
い
う
も
の

で
す
。
諸
霊
や
ご
遺
族
か
ら
も
、

同
じ
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

数
百
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
強
制

収
容
所
へ
送
っ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
が
語
っ
た
と
さ

れ
る
言
葉
。「
一
人
の
死
は
悲
劇
だ

が
、
集
団
の
死
は
統
計
上
の
数
字

に
過
ぎ
な
い
」。

　

戦
慄
を
覚
え
ま
す
。
戦
没
者
は
、

統
計
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
お

一
人
お
一
人
に
名
前
が
あ
り
、
お

一
人
お
一
人
に
人
生
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
命
へ
の
共
感
を

持
っ
て
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
。
昨

年
制
定
し
た「
い
の
ち
へ
の
共
感

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
」が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

　

1
9
9
4
年
初
夏
、
野
生
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
探
す
シ
ベ
リ
ア
へ
の

旅
の
終
わ
り
に
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

郊
外
に
あ
る
日
本
人
墓
地
を
訪
ね

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

故
郷
や
家
族
か
ら
遠
く
切
り
離

さ
れ
て
、
ロ
シ
ア
極
東
の
片
隅
で

さ
わ
さ
わ
と
揺
れ
る
木
々
の
下
に

ひ
っ
そ
り
と
眠
る
人
々
。
一
人
一

人
の
名
前
が
刻
み
込
ま
れ
た
墓
。

そ
し
て
、
今
な
お
名
前
の
記
さ
れ

て
い
な
い
墓
石
。
花
を
手
に
そ
の

前
に
立
っ
た
と
き
の
、
あ
の
凍
り

つ
い
た
瞬
間
を
私
は
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
の
長
女
は
、
鳥
取
の
病
院
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
逆
子
と
破
水
が

重
な
り
、
真
夜
中
、
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
だ
め
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

知
ら
せ
に
、
私
の
両
親
、
4
歳
の

長
男
と
一
緒
に
豊
岡
か
ら
走
り
ま

し
た
。
着
く
と
、
医
師
が
状
況
を

妻
の
両
親
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

「
結
論
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」と

叫
ぶ
私
に
、「
無
事
に
生
ま
れ
た
」

と
い
う
声
。
へ
な
へ
な
と
し
た
こ

と
を
な
ぜ
か
思
い
出
し
ま
す
。

　

市
は
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
を

重
点
事
業
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
国
内
外
の
旅
行
業

界
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る「
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
2
0
1
3
」（
9
月
12

日
〜
15
日
）に
参
加
し
ま
し
た
。

　

旅
博
で
は
、
兵
庫
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
や
姫
路
市
、
明
石
市
と
共
同

出
展
し
て
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
の
国
・
地
域（
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
イ

タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
香
港
・
中
国
）

と
商
談
を
行
い
、
城
崎
温
泉
な
ど

豊
岡
市
の
商
品
価
値
は
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
関
連
会
社
に
は
、
城

崎
温
泉
の
魅
力
や
本
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
組
み
情
報
を
発
信
し
、

今
後
も
情
報
提
供
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」も

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、

本
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
、
平
成
26
年
6
月

に
開
催
す
る「
日
本
劇
作
家
大
会

2
0
1
4
豊
岡
大
会
」の
実
行
委

員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

日
本
劇
作
家
大
会
と
は
、
劇
作

家
を
は
じ
め
、
俳
優
や
演
出
家
な

ど
の
演
劇
人
、
映
画
・
テ
レ
ビ
の

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
も
ゲ
ス
ト
を
迎
え

て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
・
講
座
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
中
心
と

す
る
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
期
中
は
、
劇
作
や
舞
台
芸
術

に
関
す
る
テ
ー
マ
を
扱
い
な
が
ら
、

市
内
外
の
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が

参
加
で
き
る
企
画
が
数
多
く
展
開

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
日
本
劇
作
家

協
会
や
兵
庫
県
、
地
元
団
体
代
表

者
、
市
な
ど
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
に
就
任
し
た
中
貝

市
長
は
、「
芸
術
文
化
の
可
能
性
は
、

人
々
の
心
に
直
接
働
き
か
け
る
と
い

う
こ
と
、制
作
者
・
演
技
者
が
表
現

す
る
過
程
を
通
し
て
生
き
る
力
を

得
ら
れ
る
こ
と
、
ま
ち
が
元
気
に

な
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
ち
を
挙
げ

て
芸
術
家
を
応
援
し
、
滞
在
し
た

〜
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、出
石
永
楽
館
、豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
な
ど
が
会
場
に
〜

日
本
劇
作
家
大
会
実
行
委
員
会
設
立

〜
豊
岡
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
〜

東
京
で
開
催
さ
れ
た
Ｊジ

ャ

タ

Ａ
Ｔ
Ａ
旅た

び

博は
く

２
０
１
３
に
参
加

命
へ
の
共
感

72

▲会場で豊岡を広くPR

芸
術
家
が
各
地
で
活
躍
す
る
こ
と

で
、
ま
た
、
ま
ち
が
元
気
に
な
る
」

と
大
会
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
委
員
長
の
日
本
劇
作

家
協
会
会
長
の
坂
手
洋
二
さ
ん

は
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
話
が
お
も

し
ろ
い
の
は
、
そ
れ
が
歴
史
・
人

と
つ
な
が
り
、
豊
岡
が
何
を
つ
く

っ
て
い
る
の
か
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
滞
在
型
の
演
劇

祭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ

る
。
豊
岡
も
日
本
に
例
が
な
い
よ

う
な
こ
と
を
示
せ
る
場
に
な
れ
ば

よ
い
」と
話
し
ま
し
た
。
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「
柳
行
李
・
豊
岡
杞
柳
細
工
」の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
、

日
々
杞
柳
細
工
作
り
に
没
頭
す
る
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

寺
内
卓
己
さ
ん（
57
歳
）出
石
町
魚
屋

杞き

柳り
ゅ
う

細
工
を
一
つ
一
つ
手
作
業
で
編
み
上
げ
、

伝
統
の
技
を
今
に
残
し
ま
す
‼行李鞄や柳籠バッグなどの製品

出
向
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
一

か
ら
職
人
を
育
て
る
に
は
約
5
年

か
か
る
と
い
い
、「
人
を
育
て
る
に

は
大
変
な
労
力
を
費
や
し
ま
す
」

と
笑
い
な
が
ら
話
す
寺
内
さ
ん
。

　
「
私
が
杞
柳
細
工
を
作
る
の
を

や
め
る
と
豊
岡
か
ら
職
人
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
何
と
か
伝
統

工
芸
を
後
世
に
伝
え
た
い
」と
い

う
使
命
感
が
、
今
日
ま
で
作
り
続

け
て
い
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
寺
内
さ
ん
の
ご
子

息
が
杞
柳
細
工
の
修
業
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

10
月
は
横
浜
で
行
う
杞
柳
細
工

の
実
演
販
売
の
準
備
に
追
わ
れ
る

日
々
で
し
た
。
普
段
は
積
極
的
に

地
区
行
事
に
も
参
加
し
て
い
る
寺

内
さ
ん
で
す
が
、「
最
近
は
忙
し
く

て
、
な
か
な
か
地
区
行
事
に
参
加

で
き
て
い
ま
せ
ん
」と
申
し
訳
な

さ
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

寺
内
さ
ん
は「
新
し
い
土
台
を

築
く
こ
と
が
大
事
で
す
。豊
岡
で
杞

柳
細
工
を
残
す
た
め
、
豊
岡
で
職

人
を
育
て
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

の
一
番
の
課
題
で
あ
り
、
目
標
で

す
」と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

※
職
人
を
希
望
す
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す（
内
職
含
む
）。
申
込

み
は
寺
内
さ
ん
ま
で
。

　

☎
52

－

3
2
8
0

この作業場でいろいろな製品が作られています

ま
す
。

　

寺
内
さ
ん
に
や
り
が
い
を
感
じ

る
点
を
聞
く
と
、「
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
で

鞄
を
作
り
、
お
客
さ
ん
に
渡
す
と

大
変
喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、

行
李
鞄
は
個
性
的
で
、
編
み
上
げ

て
い
て
も
楽
し
い
で
す
し
、
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
の
も
の
が
で
き
た
と

き
は
う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
寺
内
さ
ん
は

「
テ
レ
ビ
放
映
が
あ
っ
た
日
以
降

は
、
し
ば
ら
く
電
話
が
鳴
り
っ
ぱ

な
し
で
し
た
」と
メ
デ
ィ
ア
の
影

響
の
大
き
さ
に
驚
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
3
月
に
は
、

「
平
成
23
年
度
伝
統
的
工
芸
品
産

業
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
受
賞
。

「
全
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
受
賞
の
報
告
を
聞
い
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
」と
当
時
の
こ
と

を
振
り
返
り
ま
す
。

豊
岡
で
杞
柳
細
工
を
残
す
た
め
に

　

寺
内
さ
ん
は
、
5
〜
6
年
ぐ
ら

い
前
か
ら
豊
岡
の
杞
柳
細
工
の
技

術
を
残
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く

し
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
弟
子
を
育
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
弟
子
の

多
く
は
市
外
で
暮
ら
す
女
性
で
す
。

　

月
に
一
度
は
弟
子
の
と
こ
ろ
に

杞
柳
細
工
へ
の
興
味

　

寺
内
卓
己
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
、
両
親
が
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
で

籠か
ご

等
を
作
っ
て
い
る
工
程
な
ど
を

見
て
い
る
う
ち
、
杞
柳
細
工
に
興

味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

　

実
際
に
作
業
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
両
親
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
腕
の
良
い
職
人
に
指
導
し

て
も
ら
っ
た
り
し
て
技
術
を
習
得

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い

ず
れ
は
独
立
し
て
店
を
持
ち
た
い

と
い
う
思
い
を
抱
く
よ
う
に
。

　

寺
内
さ
ん
は
、
27
歳
の
こ
ろ
、

当
時
か
ら
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
出
石
に
店
を
構
え
る
こ
と
を

決
意
し
、
出
石
町
魚
屋
に「
た
く

み
工
芸
」を
開
き
ま
し
た
。

一
番
の
苦
労
は
材
料
作
り

　

寺
内
さ
ん
は
、
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
の

栽
培
か
ら
仕
上
げ
ま
で
の
全
て
を

自
分
で
行
っ
て
い
ま
す
。
柳
行

李
、
行
李
鞄
、
皮か
わ

籐と
う

バ
ッ
グ
、
柳

籠
バ
ッ
グ
な
ど
は
、
一
つ
一
つ
手

作
業
で
す
。
作
る
上
で
一
番
苦
労

す
る
こ
と
は
、
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
の
栽

培
、
つ
ま
り
材
料
作
り
と
い
い
ま

す
。
寺
内
さ
ん
は
、
豊
岡
地
域
に

約
2
0
0
坪
の
畑
を
持
ち
、
コ
リ

ヤ
ナ
ギ
を
育
て
て
い
ま
す
。「
や

は
り
材
料
が
良
け
れ
ば
良
い
も

の
が
で
き
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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楽
し
く
学
ん
で
人
生
を
豊
か
に
！

楽
し
く
能
を
知
る
会

　

日
本
の
誇
る
伝
統
芸
能
で
あ
り
、

先
人
た
ち
の
豊
富
な
経
験
と
知
恵

の
結
集
で
あ
る「
能
楽
」。

　
「
楽
し
く
能
を
知
る
会
」は
、「
難

解
で
退
屈
な
も
の
」と
い
う
先
入

観
を
持
た
れ
が
ち
な
能
楽
を
、
楽

し
く
、
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と

で
文
化
の
素
養
を
高
め
、
生
き
方

や
生
活
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
会
で
す
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、

誕
生
は
昭
和
60
年
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
城
崎

町
文
化
協
会
の「
能
楽

入
門
講
座
」。芸
や
技
術

発
表
が
中
心
と
な
っ
て

い
た
文
化
協
会
の
事
業

に
、
文
化
理
論
的
な
事
業
を
組
み

込
も
う
と
い
う
発
案
で
試
行
し
た

講
座
で
、
そ
の
受
講
者
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

活
動
は
年
4
回
。
会
員
同
士
の

交
流
と
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た

「
総
会
」、
1
泊
2
日
か
ら
2
泊
3

日
の
旅
程
で
、
全
国
の
ゆ
か
り
の

地
を
巡
る「
能
・
謡よ
う

蹟せ
き

旅
行
」、
能

楽
研
究
者
や
能
楽
師
、
能
面
師
な

ど
を
講
師
に
招
い
た「
能
楽
講
演

会
」、
そ
し
て
、
京
都
観
世
会
の

定
期
能
な
ど
を
鑑
賞
す
る「
能
楽

鑑
賞
会
」で
す
。

　

活
動
は
控
え
め
で
す
が
、
内
容

は
と
て
も
充
実
し
て
お
り
、
ま
た
、

無
理
の
な
い
活
動
回
数
の
た
め
、

気
軽
に
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
好
評
で
す
。

　

現
在
の
会
員
数
は

22
人
。
市
内
を
中
心

に
市
外
に
も
活
動
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
長
く
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
大

き
な
魅
力
で
す
。

　

近
年
は
、特
に
若
手
の
入
会
を
期

待
し
て
い
る
と
の
こ
と
。会
長
の
坂

田
文
一
郎
さ
ん
は「
国
際
化
が
進

む
中
、
若
い
方
に
自
国
の
文
化
を

見
つ
め
直
し
て
も
ら
い
、『
能
』を

き
っ
か
け
に
、『
和
』の
魅
力
を
世

界
に
向
け
て
紹
介
し
て
も
ら
い
た

い
」と
思
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

入
会
希
望
の
方
は
、
坂
田
さ
ん

ま
で
。
☎
32

－

2
1
9
8

▲伊勢平家謡蹟にて

　

9
月
28
日
、
出
石
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

「
で
ん
け
ん
講
演
会
」（
全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
協
議
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
実
行
委
員

会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
柳　

七

郎
さ
ん
は「
優
れ
た
町
並
み
を
残
す
こ
と
は
先
人

の
心
を
残
す
こ
と
。
ま
ち
づ
く
り
は
目
覚
め
た
住

民
意
識
に
よ
り
道
が
開
か
れ
る
」と
、
飛
騨
市
古

川
町
の
取
組
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
参
加
者
は
、
修
理
現
場
5
カ
所
で
、

出
石
の
特
色
で
あ
る
出
格
子
や
す
り
上
げ
戸
の
痕

跡
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
と
現
在

の
暮
ら
し
を
両
立
さ
せ
る
修
理
の
工
夫
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

10
月
3
日
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日
高
町
名
色
）

で
、
第
31
回
日
高
町
5
歳
児
運
動
会（
豊
岡
市
日

高
保
幼
小
連
絡
協
議
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
町

内
の
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
幼
稚
園
の
11
園

に
通
う
1
5
6
人
の
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
、
日
高
地
域
の
5
歳
児
の
親
睦

を
深
め
、
健
全
な
心
身
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
園
児
は
、
所
属
す
る
園
に
関
係
な
く
青
・
赤
・

黄
・
白
の
4
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
ダ
ン
ス
や
綱
引
き
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
園
児
も「
新
し
い
友
だ

ち
と
仲
良
く
な
れ
て
う
れ
し
い
!
」と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
石
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

講
演
会
＆
修
理
現
場
見
学
会
開
催

日
高
地
域
の
５
歳
児
が
大
集
合

第
31
回
日
高
町
５
歳
児
運
動
会
を
開
催
!!

▲説明を聞きながら、修理現場を見学する参加者

▲大きなボールを落とさないように協力して走る園児
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
55

　
〜
な
で
し
こ
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た
〜

選
挙
の
あ
れ
こ
れ

広報とよおか　2013.10.25 16

選
挙
違
反
の
対
象
っ
て
？
違
反

す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

選
挙
違
反
は

「
犯
罪
」と
し
て

処
罰
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
候

補
者
や
選
挙
事

務
所
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
有

権
者
に
も
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
連
座
制
の
対
象
と
な
る

候
補
者
の
親
族
や
選
挙
運
動
の
責

任
者
が
選
挙
違
反
を
犯
し
て
刑
に

処
せ
ら
れ
た
場
合
、
た
と
え
候
補

者
本
人
が
無
関
係
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
主
な
選
挙
違
反
は
表
の

と
お
り
で
す
。
選
挙
犯
罪
を
犯
す

と
、
懲
役
・
禁
錮
・
罰
金
な
ど
の

刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

選
挙
権
や
被
選

挙
権
の
一
定
期

間
停
止
な
ど
の

制
裁
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
女
性
交
流
会（
豊
岡
く
ら

し
の
会
）が
運
営
す
る
、日
用
品
な

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点「
な
で
し

こ
セ
ン
タ
ー
」が
、
旧
市
役
所
山

王
町
庁
舎（
元
職
業
訓
練
校
）の
2

階
に
移
転
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

一
度
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

な
で
し
こ
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
？

　

昭
和
53
年
か
ら
家
庭
用
品
の
相

互
利
用
と
物
を
大
切
に
使
う
こ
と

と
、併
せ
て
家
庭
ご
み
の
減
量
を
目

的
に
、当
時
の
豊
岡
市
連
合
婦
人
会

に
よ
る「
不
用
品
相
互
利
用
セ
ン
タ

ー
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
か
ら
名
称
を「
な
で

し
こ
セ
ン
タ
ー
」と
改
め
、
今
も

「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
気
持
ち

を
大
切
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
牛

乳
パ
ッ
ク
の
回
収
、
無
添
加
食
品

の
共
同
購
入
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

新
事
務
所
で
移
転
バ
ザ
ー

　

移
転
の
お
知
ら
せ
と
、
活
動
内

容
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

9
月
15
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
新

事
務
所
で
移
転
バ
ザ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

山
王
町
11

28（
旧
市

役
所
山
王
町
庁
舎
2
階
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
く
ら
し
の
相

談
室

※「
な
で
し
こ
セ
ン
タ
ー
」を
活
用

す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た

消
費
生
活
を
送
り
、
か
し
こ
い

消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

衣
類
や
食
器
な
ど
の「
不
用
品

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
」や
、
み

そ
・
野
菜
・
お
茶
・
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
ジ
ャ
ム
な
ど
の「
食
品
コ
ー
ナ

ー
」、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
お
菓
子
の
つ

か
み
ど
り
な
ど
、
子
ど
も
も
楽
し

め
る「
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
」が
準
備

さ
れ
ま
し
た
。
台
風
接
近
に
伴
う

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
市
民
が
来
店
し
、
目
当
て

の
品
物
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

家
庭
に
眠
っ
て
い
る

　

品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

使
っ
て
い
な
い
品
物
を
、必
要
と

す
る
方
に
つ
な
ぐ
手
伝
い
を
す
る

の
が「
な
で
し
こ
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

　

小
さ
く
な
っ
た
子
ど
も
服
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
け

れ
ど
使
っ
て
い
な
い
品
物
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
使
用
期
間
の
短
い
子

ど
も
服
を
探
し
て
い
る
方
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
一
度
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
一
度
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

若
い
世
代
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
で
し
こ
セ
ン
タ
ー

▽
開
設
日　

毎
月
第
1
〜
第
4
火

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

⑦
選
挙
違
反
と
そ
の
罰
則

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
選
挙
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め
事
項
。
選
挙
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に

『
選
挙
の
あ
れ
こ
れ
』と
題
し
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
23

-

5
4
5
4

＜主な選挙違反＞
罪　　名 内　　容

買収罪 金品・物品・供応接待など買収により票を獲得しようとした
り、買収に応じたり、促したりした場合に処罰されます。

選挙妨害罪
有権者や候補者などへの暴力や脅迫、集会や演説の妨害、候
補者の職業や経歴などに関する虚偽事項の公表、偽名による
通信などをした場合に処罰されます。

投票に関する罪
投票所で本人確認の際に虚偽の宣言をしたり、投票所や開票
所などで正当な理由なく干渉したり投票内容を知ろうとする
ことなどをした場合に処罰されます。
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わ
が
家
の
お
姫
様
、琴
葉
ち
ゃ
ん
♡

こ
れ
か
ら
も
ず
ー
っ
と
一
緒
だ
よ
！

（
父 

光
晴
・
母 

純
子
、日
高
町
野
々
庄
）

　

毎
日
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と

う
。多
く
を
吸
収
し
て
素
晴
ら
し
い

人
生
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
父 

薫
・
母 

加
代
子
、野
田
）

清水創
そう

介
すけ

ちゃん
（平成23年10月7日生）

堀口琴
こと

葉
は

ちゃん
（平成23年9月19日生）

　

よ
く
食
べ
て
よ
く
遊
ん
で
元
気

い
っ
ぱ
い
の
お
て
ん
ば
娘
。こ
れ
か

ら
も
笑
顔
で
み
ん
な
を
癒
し
て
ね
♡    

（
父 

正
雄
・
母 

由
紀
、若
松
町
）

玉島美
み

玖
く

ちゃん
（平成23年9月26日生）

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

大
好
き
な
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
大
き
く
な
〜
れ
♡

（
父 

洋
介
・
母 

香
菜
子
、出
石
町
福
住
）

坂田夢
ゆめ

菜
な

ちゃん
（平成24年10月5日生）

　

姉
妹
仲
良
く
大
き
く
育
っ
て
ネ
♡

（
父 

直
樹
・
母 

由
紀
美
、正
法
寺
）

川﨑真
ま

依
い

子
こ

ちゃん
（平成24年12月25日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

泳
）　

１
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由

形
、４
０
０
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
、
８
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー

▽
原　

嘉か

一い
ち（
豊
岡
高
３
年
）

　

４
０
０
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
で
８
位
入
賞
し
ま
し
た
。

（
９
月
29
日
〜
10
月
１
日
、
東
京

都
港
区
）

■
な
ぎ
な
た
競
技　

成
年
女
子　

演
技
・
成
年
女
子
団
体

▽
大
友
希の
ぞ

美み（
日
高
町
栃
本
）

▽
浅
沼
友ゆ

貴き（
大
阪
体
育
大
３
年
・

出
石
町
福
住
）

　

大
友
さ
ん
と
浅
沼
さ
ん
は
成
年

女
子
団
体
で
4
位
入
賞
し
ま
し
た
。

（
９
月
11
〜
15
日
、
東
京
都
江
戸

川
区
）

■
ボ
ー
ト
競
技　

成
年
女
子
ク
オ

ド
ル
プ
ル（
監
督
）　

▽
結
城
竜
則（
幸
町
）

第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場

（
10
月
12
〜
14
日
、
東
京
都
世
田

谷
区
）

■
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

▽
坂
井
正
明（
野
上
）

平
成
25
年
度
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
連
合
30
年
勤
続
ス
ポ
ー
ツ 

推
進
委
員
表
彰

（
９
月
21
日
、
和
歌
山
市
）

▽
石
野
勝
己（
出
石
町
東
條
）

平
成
25
年
度
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ   

推
進
委
員
功
労
者
表
彰

▽
小
田
垣　

修（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
本
田　

敏さ
と
し（
但
東
町
赤
花
）

▽
山
田
博
規（
日
高
町
殿
）

第
46
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

■
１
年
女
子　

１
０
０
メ
ー
ト
ル

ハ
ー
ド
ル　

第
２
位

▽
丸
本
佳
苗（
豊
岡
高
１
年
）

第
60
回
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
８
月
８
〜
12
日
、
姫
路
市
）

■
高
等
学
校
Ｓ
部
門　

金
賞

▽
豊
岡
高
等
学
校（
京
町
）

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

▽
寺
口　

勇（
駄
坂
）

　

８
月
29
日
、
駄
坂
で
発
生
し
た

火
災
で
、
早
期
に
現
場
へ
駆
け
つ

け
、
消
火
栓
に
よ
る
消
火
活
動
を

実
施
し
、
火
災
に
よ
る
建
物
へ
の

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し

た
。

人
権
擁
護
委
員
表
彰

■
法
務
大
臣
表
彰

▽
垣か
き

谷や

正ま
さ

詔の
り（
京
町
）

平
成
25
年
度
全
国
社
会
教
育
委
員

連
合
表
彰

▽
六む
つ

浦う
ら

拓
男（
城
崎
町
湯
島
）

　

旧
城
崎
町
、
合
併
後
の
豊
岡
市

の
社
会
教
育
委
員
会
で
、
そ
れ
ぞ

れ
副
委
員
長
、
委
員
長
を
永
年
務

め
、
事
業
推
進
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
と
と
も

に
、
青
少
年
健
全

育
成
に
尽
力
す
る

な
ど
、
社
会
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
回
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
大
会
出
場

（
10
月
12
〜
13
日
、
千
葉
県
野
田

市
）

▽
黒
田
裕ゆ
う

稀ま（
八
条
小
３
年
）

第
68
回
国
民
体
育
大
会　

（
９
月
13
〜
15
日
、
東
京
都
江
東

区
）

■
水
泳
競
技　

少
年
男
子
Ａ（
競

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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期
　
間

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
い
入

れ
た
事
業
主
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
加
入
手

続
き
を
し
、
労
働
保
険
料
を
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
が
ま
だ
の
事
業
主
は
、

す
ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22
5
1
4
5
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
豊
岡
☎
23

3
1
0
1

催
　
し

平
成
25
年
度
豊
岡
市
成
人
式
の

お
知
ら
せ

　

成
人
式
の
案
内
状
を
12
月
上
旬

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
転
出
な

ど
で
本
市
に
住

民
登
録
が
な
い

方
に
は
案
内
状

が
届
き
ま
せ
ん

の
で
、
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
平
成
26
年
1
月
12
日（
日
）午
後

1
時
30
分
〜

所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル（
立
野

町
）

対
平
成
5
年
4
月
2
日
〜
平
成
6

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
お
よ

び
希
望
者

他
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
後
日
、

市
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

問
生
涯
学
習
課
人
権
・
社
会
教
育

係
☎
23

0
3
4
1

図
書
館
本
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
と
し
ょ
か
ん
修
理
講
座

「
本
の
お
医
者
さ
ん
」参
加
者
募
集

日
11
月
7
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

内
講
座
・
本
の
修
理
実
演
・
実
技

指
導
を
通
し
て
本
の
仕
組
み
を

学
ぶ

講
師
兵
庫
ナ
カ
バ
ヤ
シ
株
式
会
社

大
屋
工
場
職
員

定
30
人

申
期
11
月
4
日（
月
）

○
手
作
り
絵
本
＆
点
字
絵
日
記

作
品
展
2
0
1
3

日
11
月
13
日（
水
）〜
28
日（
木
）

所
図
書
館
本
館　

1
階　

児
童
コ

ー
ナ
ー

内
夏
休
み
に
開
催
し
た
手
作
り
絵

本
教
室
と
点
字
絵
日
記
教
室
の

作
品
を
展
示

○
秋
の
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

日
11
月
15
日（
金
）〜
18
日（
月
）午  

前
10
時
〜
午
後
3
時

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室

対
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

内
読
み
終
え
た
本
や
寄
贈
い
た
だ

い
た
本
を
無
料
で
提
供

他・
持
ち
帰
り
用
の
袋
必
要（
10
冊

ま
で
持
ち
帰
り
可
）

・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
な
し

○
第
10
回
図
書
館
ふ
れ
あ
い
交
流
会

日
11
月
22
日（
金
）午
後
2
時
〜
4
時

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
朗
読
ラ

イ
ブ
と
音
楽
会（
視
覚
に
障
害

の
あ
る
方
も
楽
し
め
る
内
容
）

定
40
人

申
問
図
書
館
本
館

　

☎
23

6
1
5
1

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
手
遊
び
＆
ふ
れ
あ
い
遊
び

日
11
月
22
日（
金
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時

所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

子
育

て
学
習
室（
大
手
町
）

対
1
歳
の
幼
児
と

保
護
者

内
触
れ
合
い
遊
び

＆
手
遊
び
、
簡

単
な
お
も
ち
ゃ

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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作
り
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流

定
25
組

持
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
茶

申
期
11
月
7
日（
木
）〜
定
員
に
達

　

す
る
ま
で

○
食
育
講
座
マ
マ
の〝
た
め
に
な
る

ク
ッ
キ
ン
グ
〞

日
11
月
25
日（
月
）午
前
9
時
45
分

〜
午
後
1
時
30
分

所
五
荘
地
区
公
民
館（
上
陰
）

対
子
育
て
中
の
親

内
親
子
で
地
元
で
取
れ
た
お
い
し

い
お
米
と
野
菜
を
味
わ
う

講
師
管
理
栄
養
士　

田
中
香
代
子

さ
ん

料
1
家
族
5
0
0
円

定
20
人

申
期
11
月
11
日（
月
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

他
一
時
保
育
あ
り（
15
人
ま
で
）

申
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー　

　

☎
24

4
6
0
4

■
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
あ
そ
び
の
伝
承
師
が

や
っ
て
く
る
！

日
11
月
29
日（
金
）午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

所
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
但
東

町
出
合
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

内
親
子
で
遊
ぶ（
触
れ
合
い
遊
び
、

手
遊
び
、
歌
遊
び
）

講
師
ひ
ょ
う
ご
あ
そ
び
の
伝
承
師

関
口
和
子
さ
ん

定
15
組

申
期
11
月
12
日（
火
）〜
定
員
に
達

す
る
ま
で

申
問
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
21

9
0
7
9

第
22
回
と
よ
お
か
作
業
所
ま
つ
り

〜
祭
お
ま
つ
り・

と
ー
ぷ
〜

日
11
月
10
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
3
時

所
五
荘
地
区
公
民
館（
上
陰
）

内
日
用
品
バ
ザ
ー
、
景
品
付
き
餅

ま
き
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

（
オ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
、ア
カ
ペ
ラ
、

良よ
さ

恋こ
い

サ
ー
ク
ル
世よ

和わ

、
壱い
っ

鼓こ

参さ
ん

絃げ
ん

な
ど
）、
さ
を
り
織
り
体
験

会
、
と
よ
お
か
作
業
所
利
用
者

に
よ
る
作
品
展
示
、
た
こ
焼
き

等
の
販
売
な
ど

他
ま
つ
り
当
日
に
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
方

（
各
ブ
ー

ス
の
運
営

補
助
や
利

用
者
補
助
な
ど
）を
募
集
中

問
と
よ
お
か
作
業
所
郷
・
と
ー
ぷ

☎
24

1
5
7
0

暴
力
追
放
・
防
犯
・
交
通
安
全

大
会

■
豊
岡
北
警
察
署
管
内

日
11
月
5
日（
火
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
城
崎
大
会
議
館　

大
ホ
ー
ル（
城

崎
町
湯
島
）

内
表
彰
伝
達
、
講
演
、
パ
レ
ー
ド

（
城
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
・

交
通
少
年
団
、
城
崎
中
学
校
吹

奏
楽
部
、
兵
庫
県
警
察
音
楽
隊

等
）な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、パ
レ
ー
ド
を
中

止
し
、
城
崎
大
会
議
館
で
演
奏

■
豊
岡
南
警
察
署
管
内

日
11
月
16
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

（
出
石
町
水
上
）

内
表
彰
伝
達
、
講
演（
楽
し
く
学

ぼ
う
交
通
安
全
）、
出
石
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

平
成
25
年
度
但
馬
地
区
精
神

保
健
福
祉
研
修
会

日
11
月
21
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
10
分

所
夢
ホ
ー
ル（
新
温
泉
町
）

講
演

・
テ
ー
マ
…「
精
神
に
障
害
の
あ

る
人
や
、
そ
の
家
族
が
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」

・
講
師
…
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

原
田　

豊

さ
ん

申
期
11
月
11
日（
月
）

申
問

・
の
ぎ
く
家
族
会
事
務
局（
の
ぎ

く
作
業
所
）

  

☎
0
7
9
6

82

2
6
5
5

・
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

健
課
☎
26

3
6
7
2

第
1
回
豊
岡
病
院
祭

日
11
月
9
日（
土
）午
前
9
時
〜
午

後
2
時　

※
雨
天
決
行

所
公
立
豊
岡
病
院（
戸
牧
）

テ
ー
マ
「
見
に
き
ん
せ
ー　

豊
岡

病
院
」

内・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
…
近
畿
大

学
豊
岡
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

（
よ
さ
こ
い
）、五
荘
小
学
校（
バ

ト
ン
隊
、
合
唱
）、
豊
岡
北
中

学
校（
吹
奏
楽
）、
今
西　

強
さ

ん（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
）、

岡
本
順
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
）な
ど

・
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
…
院
内
体
験

ツ
ア
ー
、
健
康
相
談
、
手
術
室

公
開
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

問
公
立
豊
岡
病
院
管
理
課

　

☎
22

6
1
1
1

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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日時 場所

11月19日（火）
・午前10時～
・午後１時30分～

じばさん但馬　２階　多目
的ホール（大磯町）

11月20日（水）
　午後１時30分～

新温泉町浜坂多目的集会施
設（新温泉町）

11月21日（木）
　午後１時30分～ 香住文化会館（香美町）

年
末
調
整
説
明
会

　

次
の
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
日

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

手
作
り
手
芸
品
等
の
販
売
な
ど

他
平
成
26
年
度
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

会
員
を
募
集
中

問
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第
61

団　

中
川
信
子
さ
ん

　

☎
23

2
8
2
2

創
立
35
周
年
記
念「
女
声
合
唱
団

コ
ス
モ
ス
第
14
回
演
奏
会
」

日
11
月
10
日（
日
）午
後
2
時
〜

所
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル（
立
野
町
）

出
演
指
揮
…
藤
原
紘
道
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
・
オ
ル
ガ
ン
…
大
谷
妃ひ

早さ

子こ

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
…
依
田
由
紀

さ
ん
、
コ
レ
ペ
テ
ィ
ト
ア
…
森

垣
香き
ょ
う

子こ

さ
ん
、
管
弦
楽
…
ラ
イ

ツ
室
内
管
弦
楽
団

プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
レ

ク
イ
エ
ム
、
女
声
合
唱
の
た
め

の
2
つ
の
メ
ド
レ
ー
、
永
遠
の

ポ
ッ
プ
ス
な
ど

料
5
0
0
円

問
女
声
合
唱
団
コ
ス
モ
ス

　

☎
24

0
4
9
1

募
　
集

鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
受
講
生（
第
2
期
）募
集

　

鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
か
ば
ん
メ
ー
カ
ー
で

即
戦
力
と
な
る
縫
製
者
を
育
成
す

る
た
め
、
受
講
生（
第
2
期
）を
募

集
し
て
い
ま
す
。

受
講
対
象
者
失
業
者
・
非
正
規
労

働
者

受
講
期
間
12
月
2
日（
月
）〜
平
成

26
年
2
月
28
日（
金
）

訓
練
内
容
技
術
訓
練
2
カ
月
＋
か

ば
ん
メ
ー
カ
ー
で
の
実
地
研
修

1
カ
月（
見
学
可
・
事
前
申
込

み
必
要
）

受
講
条
件

・
賃
金
…
時
給
7
7
0
円

・
受
講
日
…
週
5
日（
7
時
間
勤

務
）

選
考
日
11
月
13
日（
水
）予
定

選
考
方
法
面
接
試
験

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
持
参

ま
た
は
郵
送

申
期
11
月
5
日（
火
）必
着

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
豊
岡
市
鞄
縫
製
者
育
成
組
合

　
（
〒
6
6
8

0
0
2
6　

元
町

11

1
）☎
26

7
3
0
0

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ー
と
ピ
ー
」第
1
回
イ
ベ
ン
ト

『
学
校
へ
行
こ
う
！
』参
加
者
募
集

日
11
月
23
日（
土
・
祝
）午
前
10
時

〜
午
後
3
時
30
分

所
旧
西
気
小
学
校（
日
高
町
東
河

内
）

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

※
事
前
に「
は
ー
と
ピ
ー
」に
登
録

す
る
必
要
あ
り

内
授
業
な
ど
を
行
い
、
小
学
生
時

代
に
戻
っ
た
気

分
に
な
っ
て
参

加
者
同
士
が
交

流
す
る

料
5
0
0
円

定
男
女
各
20
人

持
ジ
ャ
ー
ジ（
動
き
や
す
い
服
装
）、

上
靴

申
期
10
月
25
日（
金
）〜
11
月
8
日

（
金
）

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
課
☎
43

1
3
3
3

　
ホhttp://w

w
w
.heart-p.com

豊
岡
産
業
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

「
工
場
め
ぐ
り
＆
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
」

参
加
者
募
集

日
11
月
14
日（
木
）・
20
日（
水
）午

前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

所
市
内

内
市
内
の
工
場
見
学
と
ま
ち
歩
き

を
行
う
バ
ス
ツ
ア
ー〔
見
学
先

…
カ
ネ
カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク

（
株
）・
大
豊
機
工（
株
）・
東
海
バ

ネ
工
業（
株
）・（
株
）由
利
〕

※
昼
食
の
み
実
費
負
担

定
各
20
人

最
少
催
行
人
員
各
10
人

問
豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部

門
源
泉
所
得
税
担
当

　

☎
22

2
1
5
9

祝
35
周
年
！「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

日
11
月
10
日（
日
）午
前
11
時
30
分

〜
午
後
2
時
30
分

所
市
民
会
館　

4
階　

全
フ
ロ
ア

（
立
野
町
）

内
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ク
ラ
フ
ト

手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
喫
茶
・
軽

食
コ
ー
ナ
ー
、
お
化
け
屋
敷
、

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
・
ケ
ー
キ
・
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申
期
11
月
6
日（
水
）午
前
10
時
〜

定
員
に
達
す
る
ま
で

他
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
ま
た
は
問
い
合
わ
せ

申
問
豊
岡
商
工
会
議
所

　

☎
22

4
4
5
6

　
ホhttp://w

w
w
2.nkansai.

 ne.jp/storkcci/

社
会
福
祉
法
人
豊
友
会「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
」

「
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
」

平
成
26
年
度
職
員
募
集

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
児
童
指
導
員

（
正
規
職
員
）1
人

※
平
成
26
年
3
月
末
ま
で
に
取
得

見
込
み
も
含
む

提
出
書
類
履
歴
書
、
成
績
証
明
書

（
新
卒
の
み
）、健
康
診
断
書（
新

卒
の
み
）

選
考
方
法
面
接
、
論
文

■
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
保
育
士（
正
規

職
員
）3
人

※
平
成
26
年
3
月
末
ま
で
に
取
得

見
込
み
も
含
む

提
出
書
類
履
歴
書
、
保
育
士
証
、

成
績
証
明
書（
新
卒
の
み
）、
健

康
診
断
書（
新
卒
の
み
）

選
考
方
法
面
接
、
論
文
、
実
技（
得

意
分
野
で
10
分
程
度
）

共
通
事
項

採
用
予
定
日
平
成
26
年
4
月
1
日

勤
務
地
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
、
チ
ャ

イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

選
考
日
時
・
場
所
12
月
8
日（
日
）

　

・
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵

送
申
期
11
月
1
日（
金
）〜
12
月
3
日

（
火
）当
日
消
印
有
効

他・
選
考
時
間
、
手
順
な
ど
は
、
申

込
期
間
終
了
後
、
申
込
者
に
郵

送
で
連
絡

・
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

（
〒
6
6
8

0
0
1
2　

下
陰

5
）☎
29

3
9
0
0

　
ホhttp://w

w
w
.houyuukai.jp/

平
成
26
年
度
公
立
豊
岡
病
院
組
合

職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

①
理
学
療
法
士
・
若
干
名

②
医
療
社
会
事
業
士
・
2
人

③
臨
床
心
理
士
・
1
人

受
験
資
格
昭
和
58
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
種
の
免
許
・
資
格
取
得

者
ま
た
は
取
得
見
込
者

※
②
は
社
会
福
祉
士
資
格

採
用
予
定
日
平
成
26
年
4
月
1
日

試
験
日
11
月
24
日（
日
）

申
方
本
組
合
指
定
の
履
歴
書
に
記

入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て

持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
11
月
19
日（
火
）必
着

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管

理
事
務
所
総
務
部
人
事
課

　

☎
22

6
1
1
1

日時
①11月30日（土）午前９時30分～（受
付：午前９時）

②12月１日（日）午前８時45分～（受
付：午前８時30分）

場所 ①八条地区公民館　文化ホール
②出石支所　大会議室

対象 ①豊岡・城崎・竹野地域の小学生
②出石・日高・但東地域の小学生

部門
小学校低学年の部（１～３年生）
小学校高学年の部（４～６年生）
※男女の別はありません。

表彰 各部門１位から３位までには賞状を
贈呈します。

申込
期限 11月13日（水）

申込み・
問合せ

①豊岡地域子ども会連絡協議会（生涯
学習課内）

☎23－0341　FAX24－4669
②出石地域子ども会連絡協議会（出石
支所総務係内）

☎52－3111　FAX52－6033

チ ビ ッ コ 将 棋 大 会 参 加 者 募 集
　豊岡市子ども会連絡協議会では「集中力」が養わ
れ、「礼儀正しさ」が身に付く、小学生を対象にし
た「将棋大会」を２会場で開催します。

募集種目 応募資格 試験 試験日（一次） 申込期限

高等工科
学校生徒

中学校を卒
業（見込み含
む）した17歳
未満の男子

推薦試験
平成26年１月11日（土）
～13日（月・祝）のう
ち１日

11月１日（金）～
12月６日（金）

一般試験 平成26年１月18日（土）
11月１日（金）～
平成26年１月10
日（金）

※定員、申込方法などの詳細は、問い合わせ
申 問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22－3978

陸 上 自 衛 隊 高 等 工 科 学 校 生 徒 募 集
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ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
就
労
体
験
）

受
入
企
業
募
集

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

豊
岡
で
は
、
若
者
が
社
会
や
仕
事

に
慣
れ
る
た
め
の
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ（
就
労
体
験
）の
受
入
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
企
業

申
方
体
験
場
所
、業
種
、仕
事（
体

験
）内
容
、受
入
期
間
、受
入
人
数

な
ど
を
電
話
で
連
絡
も
し
く
は

所
定
の
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）に

記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

就
労
体
験
の
例
清
掃
作
業（
ゴ
ミ

　

拾
い
・
草
取
り
な
ど
）、
農
作

　

業（
野
菜
収
穫
、
箱
詰
め
な
ど
）、

　

保
育
・
介
護
施
設
で
の
手
伝
い
、

　

パ
ソ
コ
ン
の
入
力
作
業
、
飲
食

　

店
の
手
伝
い（
皿
洗
い
な
ど
）　

他・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
た
め
、

賃
金
・
交
通
費
の
支
給
は
な
し

・
傷
害
保
険
は
サ
ポ
ス
テ
豊
岡
で

加
入

申
問
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
豊
岡（
〒
6
6
8

0
0
2
5

幸
町
9

27
）

　
☎
34
6
3
3
3
Ｆ
34
6
3
3
6

  

講
習
・
講
座

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
11
月
17
日（
日
）午
前
9
時
〜
正
午

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

2
階　
活
動
室（
日
高
町
国
分
寺
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、
窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
、
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る

申
込
用
紙（
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
11
月
13
日（
水
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係（
〒
6 

6
8

0
0
5
5　

昭
和
町
4

33
）☎
24

8
0
3
8

　
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

　
ホhttp://119.city.

 toyooka.lg.jp

平
成
25
年
度
豊
岡
市
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
課
程
）

日
11
月
30
日
〜
平
成
26
年
3
月
29

日
の
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
〜

4
時
30
分　

※
全
15
回

所
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

3
階

大
集
会
室（
城
南
町
）

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
16
歳

以
上（
高
校
生
以
上
）で
、
豊
岡

市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入

門
課
程
）修
了
ま
た
は
同
等
以

上
の
知
識
・
技
術
を
要
す
る
方

料
テ
キ
ス
ト
代
1
4
7
0
円
の
み

必
要

定
20
人

申
期
11
月
15
日（
金
）

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
7
0
3
3
ま
た
は
た
じ
ま

聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

8
0
0
8

平
成
25
年
度
豊
岡
高
等
学
校

オ
ー
プ
ン
講
座

日
11
月
5
日（
火
）・
6
日（
水
）・

12
日（
火
）・
13
日（
水
）・
19
日

（
火
）・
20
日（
水
）・
26
日（
火
）・

27
日（
水
）の
い
ず
れ
も
午
前
8

時
10
分
〜
9
時

所
県
立
豊
岡
高
等
学
校　

特
別
棟

3
階　

書
道
教
室（
京
町
）

応
募
資
格
成
人
で
、
学
校
教
育
法

第
1
条
に
該
当
す
る
学
校
に
在

籍
し
な
い
方

内
百
人
一
首
の
ち
ら
し
書
き

定
5
人
程
度

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

申
方
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
期
11
月
4
日（
月
・
休
）午
後
3
時

他
良
好
に
受
講
を
終
了
し
た
場
合

は
受
講
修
了
証
を
交
付

申
問
県
立
豊
岡
高
等
学
校

　
☎
22
2
1
1
1
Ｆ
22
1
1
0
7

相
　
談

労
働
者
の
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

日
12
月
5
日（
木
）午
後
1
時
15
分

〜
5
時　

所
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
豊
岡

市
医
師
会
事
務
局
内
、
城
南
町
）

対
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
を
感
じ
て
い

る
労
働
者
ま
た
は

管
理
監
督
者

相
談
担
当
医
高
石
医
院
医
師　

高

石
俊
一
さ
ん

定
5
人

※
事
前
申
込
み
必
要

他
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域

保
健
課
☎
26

3
6
7
2

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

お知らせ 10月10日号３ページの｢『関西文化の日』事業による博物館・美術館の無料開放のお知らせ｣にある｢コウノトリ文化館｣の｢主な展示内容｣中、｢コウノトリ市民研究所生物多様性企画展｣の開催期間を｢11月17日(日)～｣に変更します。
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日
11
月
16
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
6
2
6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

　
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
法
律
相
談
会

日
11
月
16
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

予
約
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬

支
部

　

☎
0
7
9
6
7
6
3
3
6
8

そ
の
他

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
日
曜
納
税
相
談

日
11
月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
本
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
ご
と
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
11
月
6
日（
水
）午

後
1
時
〜
20
日（
水
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
11
月
26
日（
火
）午

後
1
時
〜
28
日（
木
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
12
月
6
日（
金
）午

後
3
時

公
売
物
件
車
な
ど
16
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
参
加（
11
月
6
日
公
開

予
定
）

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_
　

city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
原

則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
公
売
保
証
金
の
納
付
が
必

要（
公
売
保
証
金
不
要
物
件
を

除
く
）

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
11
月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
本
庁
舎　

1
階

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

（
日
程
な
ど
を
調
整
）。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
　
　

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係（
公
売
担
当
）

　

☎
23

1
1
1
8

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

10
月
1
日
付
け
で
引
き
続
き
、

岸
本
太た
い

準じ
ゅ
ん

さ
ん（
豊
岡
地
域
）と
橋

本
正
信
さ
ん（
但
東
地
域
）が
、
新

た
に
、
大お
お

紫し

磨ま　

傑つ
よ
し

さ
ん（
竹
野

地
域
）が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
他
の
14
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係
☎
23
1
1
1
6

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
19
日
か
ら
、
県
内
の
最
低

賃
金
が
、
時
間
額
7
6
1
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
を
含

む
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
月
の
途
中
で
の
改

正
に
伴
い
、
改
正
日
前
後
で
給
与

の
計
算
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

問
兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎
0
7
8

3
6
7

9
1
5
4

ま
た
は
但
馬
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22

5
1
4
5

秋
の
美
術
館

日
11
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
）午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
市
役
所
本
庁
舎
は
、
平
日
の
み

の
開
館

所
市
役
所
本
庁
舎（
1
〜
6
階
）お

よ
び
豊
岡
稽け
い

古こ

堂（
1
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
3
階
交
流
室
）

内
第
64
回
豊
岡
市
美
術
展〔
11
月

1
日（
金
）〜
5
日（
火
）〕の
上

位
作
品（
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
刻
・
工
芸
）と
市
所
蔵
の
絵

画
、
書
道
の
作
品
を
展
示

展
示
点
数
50
点
程
度

問
総
務
課
☎
23
1
1
1
6
ま
た
は

文
化
振
興
課
☎
23
1
1
6
0

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52



日時：11月24日（日）午後０時30分～３時
場所：日高地区公民館　多目的ホール
持込期間：11月２日（土）～10日（日）午前10時～午後６時
　読み終えた本や雑誌、寄贈された本を持ち帰りできま

す（５冊まで）。また、リサイクルに協力いただける本を
事前に日高分館に持ち込みいただくと、冊数分の引換券
と交換します。｢５冊＋引換券｣で、好みの本を持ち帰りで
きます。

日高分館から｢リサイクルブックフェアin日高｣のお知らせ

大根の本
< 一 般 >

野菜の選び方、扱い方。
内田　悟／著（マーブルトロン）

　お鍋、焼きサンマ、ぶり大根など
これから寒くなる季節の食卓で大活
躍の大根。旬を迎える四季折々の野
菜の選び方、切り方、保存の仕方な
ど青果店を営む著者が無駄なく、お
いしく食べる方法とともに紹介して
います。

< じ ど う >
だいこんとにんじんとごぼう
つるた　ようこ／再話・絵
（アスラン書房）

　昔はみんな色が真っ白だった、大
根とニンジンとゴボウは、ある日山
登りしようと出掛けました…。
　ニンジンが赤く、ゴボウが黒く、
大根が白いままになったお話を優し
い色使いで、愛らしい表情とユーモ
アたっぷりに描いた絵本です。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

11月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

11月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 金
2 土 10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：おちばであそぼう！）　幼 児

3 日（休館日）
4 月
5 火（休館日）

6 水

10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

10：30～ 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

10：30～ 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

7 木 13：30～ 本館 としょかん修理講座｢本のお医者さん｣　般

8 金

9 土

10：00～ 出石 リサイクルブック・フェアinいずし　般

10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：ペッタンスタンプ）　児

10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：粘土でスイーツ）　幼 児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ!｢大きくなったら なにになりたい?｣
（工作：ハンバーガー屋さんになろう）　幼 児

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

10 日
11 月
12 火（休館日）
13 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

14 木 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

15 金 10：00～ 本館 秋のリサイクルブックフェア（～18日）　般

16 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

17 日 10：00～ 城崎 わくわく★クッキング（城崎地区公民館）　児

18 月
19 火（休館日）

20 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

21 木 10：30～ 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳

22 金 14：00～ 本館 第10回図書館ふれあい交流会　般

23 土（休館日）

24 日 12：30～ 日高 リサイクルブックフェアin日高　般

14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

25 月
26 火（休館日）
27 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

28 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30～ 出石 えほんのとびら　乳 幼

29 金（休館日）

30 土 10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般

10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
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11月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

軽量粘土でクリスマス飾りを作ろう　於：合橋地区公民館

そとあそび広場　於 : 合橋認定こども園

親子運動あそび

親子３B体操

小児救急セミナー　於：豊岡市民プラザ　練習室

そとあそび広場　悪天候時は中止

日　時
①７日（木）午前10時15分～ 中央公園（であい）
②14日（木）午前10時15分～ 玄武洞公園
③20日（水）午後１時30分～ しばっこ広場（アイティ７階）
④29日（金）午前10時15分～ しばっこ広場（アイティ７階）

対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、子育て相談

日　時
①おやこふれあいたいむ 21日（木）午前10時30分～
②わらべうた遊び 27日（水）午前11時～
③ほっとたいむ 28日（木）午前11時～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①紙芝居やいろいろな遊び②わらべうたといろいろなあそび③唱歌や童謡を歌う
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

なかよし広場

絵本の読み聞かせの会

そとあそび広場　於 : 日高町民公園

なかよし広場

パパと遊ぼうデー｢親子遊び｣

えほんのとびら

日　時 21日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 28日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士の講話～離乳食と幼児食～、栄養相談

日　時 ９日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん　※家族みんなできてください
内　容 ３B体操・親子ふれあい遊び
講　師 日本３B体操協会　木村美保さん

日　時 22日（金）午前10時00分～11時30分 申込期限 15日（金）まで
対　象 乳幼児と保護者　先着15組 参加費 材料代　500円
講　師 川　千恵子さん

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 園庭遊具であそびましょう 持ち物 帽子、タオル、お茶

日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
内　容 こども育成課　仲義　健 申込開始 ５日（火）

日　時 27日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組 申込開始 16日（土）
指　導 ３B体操協会　永尾恵子さん 持ち物 お茶・汗拭きタオル

日　時 15日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士の話、相談、交流　※計測はありません
持ち物 母子手帳、バスタオル

日　時 16日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん　※家族みんなできてください
内　容 絵本の読み聞かせ・手遊び・折り紙・サーキット遊び（鉄棒・トンネルなど）

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館出石分館による絵本の読み聞かせ　など

お母さんの手作り広場Ⅲ

おやこふれあいたいむ＆わらべうた遊び＆ほっとたいむ

日　時 19日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 消防士のお話と避難、消火の実施訓練

日　時 29日（金）午前10時30分～11時30分 申込開始 12日（火）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着15組
内　容 筒太鼓、カスタネットを使ったリズム遊び　など

日　時 28日（木）午後１時30分～２時30分 申込開始 13日（水）
対　象 ０歳（４ヵ月以上）の乳児と保護者　先着20組
内　容 ふれあいリズム遊び、ベビーダンス、お母さんのストレッチ　など

日　時 17日（日）午前10時～11時15分 申込開始 ６日（水）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組
講　師 こども育成課 仲義　健 持ち物 お茶、汗拭きタオル

日　時 30日（土）午前10時～11時30分 申込開始 15日（金）
対　象 子育て中の保護者　先着25人（一時保育　15人）
内　容 解決！こどもの病気 講　師 公立豊岡病院小児科　山田博之　医師

日　時 ７日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子遊び、簡単おもちゃ作り

日　時 12日（火）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 固定遊具や芝生広場で遊ぼう！

消火訓練

リズムで遊ぼう‼パン★パンダ　於：城崎地区公民館（城崎支所3階）

おやこっこリズム遊び

パパと遊ぼうデー　おやこっこ運動遊び

おでかけ広場　於 : 福住地区公民館

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

11月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ練習室

日　時 20日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳未満の乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 14日（木）午後１時30分～３時30分 申込開始 ７日（木）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容「やっぱり子どもはお母さんが大好き!」

日　時 13日（水）午後１時30分～３時30分 申込開始 ６日（水）
対　象 子育て中の保護者　先着15人
内　容 ごっこ遊び用のお人形作り
講　師 ぐるーぷMOKOの皆さん
持ち物 はり、糸、はさみ 材料費 １セット　800円

日　時 ６日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による読み聞かせ

日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 28日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による読み聞かせと折り紙遊び

日　時 16日（土）午前11時～11時20分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子で歌を聴いたり、一緒に歌ったりします

日　時 ９日（土）、16日（土）、23日（土） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 13日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 公園や広場で遊びましょう

にじっこ絵本

わいわいコーラス

絵本の読み聞かせ

メロディ♪みいつけた

おはなし広場

そとあそび広場　於 : 児童公園
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植村直己冒険館 （日高町伊府）
☎44－1515 FAX 44－1514（水曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第106回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

■水森かおり～ふれあいリサイタル～
　｢ご当地ソングの女
王｣と呼ばれ、10年連続
ＮＨＫ紅白歌合戦出場
の水森かおりのリサイ
タル。

■ザ・ビートルズ／クイーン／マイケ
ル・ジャクソン　1966カルテット

　1966カルテット（女
性グループ）が、洋楽
の名曲をクラシック
で贈るコンサート。

■2012｢植村直己冒険賞｣受賞者
　竹内洋

ひろ

岳
たか

特別展『挑戦は終わらない
～8000ｍ峰14座完登、その先へ～』

　11月22日（金）
　　開演14：30

◇入場料　全席指定
　　　　　5,000円
　　　　　（当日券500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月15日（金）までに申し込みください。
◇チケット　当館および各プレイガイドで購入可

　12月７日（土）
　　開演18：00
◇入場料　全席指定　Ａ席2,000円、Ｂ席1,500円、
　　　　　桟敷席（ペア）3,200円（当日券各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　11月29日（金）までに申し込みください。
◇チケット　当館および各プレイガイドで購入可

　竹内さんが実際に使用していた
装備品、写真パネルを展示し、その
軌跡を数々のエピソードを交えて
紹介する。

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

　11月23日（土）　開演13：30　於：交流サロン
◇出　演　ハーモニカ同好会「赤とんぼ」
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

■第10回｢ミュージック　ア･ラ･カルト｣
　交流サロンで毎月開催してい
る「サロンコンサート」出演者の
ステージです。

　12月21日（土）　　開演19：00
　　於：ほっとステージ　
◇出　演　パックマンズ＆ぽんず＋α、フリーサウ

ンドオーケストラ　など
◇入場料　全席自由　一般500円、（ペア）800円、
　　　　　高校生以下無料
※当日200円増、ペア券は前売のみ
◇一時保育　12月11日（水）までに申し込みください。
◇チケット　当館および市民会館、市立図書館本館・

但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールで購入可

《同時開催》2012｢植村直己冒険賞　特別賞」
　村口德

のり

行
ゆき

・渡邉玉枝特別展『ちょっと
山に行ってきます、その山はエベレスト』

　エベレスト登頂記録の２人、村口さん（日本人最
多７回）と渡邉さん（女性世界最高齢）の登山時の様
子を装備品や写真パネルなどで紹介。

　11月26日（火）まで開催
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150

円（ココロンカード提示で無料）

■第30回企画展｢円山川～人と自然の歴史～｣
　母なる川｢円山川｣周辺
の自然、歴史、文化にス
ポットを当て、円山川と
ともに生きてきた人々の
暮らしを紹介。
　11月26日（火）
　 まで開催　

◇入館料　一般500円、
　　　　　高校生200円、
　　　　　小･中学生150円

但馬国府・国分寺館 （日高町祢
にょう

布）
☎42－6111 FAX 42－6112（水曜日休館）

『兵庫県漁具図解』
（関西学院大学図書館蔵）
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平成25年10月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

11月の主な行事
NOVEMBER

平成25年

15（金）神鍋高原スキー場人工雪コースオープン（８：30～ アップかんなべみやの森コース）
なかよし広場（10：30～11：30 但東子育てセンター）

16（土）コウノトリの郷公園秋の感謝イベント（９：00～ コウノトリ文化館他、～17日）
Ｎゲージフェスティバル（10：00～16：00 ワークピア日高、～17日）
メロディ♪みいつけた（11：00～11：20 城崎子育てセンター）
パパと遊ぼうデー（10：30～11：30 出石子育てセンター）

17（日）第16回竹野カニカニカーニバル（９：00～13：00 竹野北前館駐車場）
但東市民センター歌謡祭（但東市民センター）
田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館）

18（月）
19（火）
20（水）なかよし広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）なかよし広場（10：00～12：00 竹野子育てセンター）

わらべうた＆製作（10：30～11：30 出石子育てセンター）
親子運動遊び（10：30～11：30 但東子育てセンター）

21（木）
22（金）仲田光成記念第13回豊岡全国かな書展（９：00～17：00 豊岡市立総合体育館、～24日）

水森かおり～ふれあいリサイタル～（14：30～ 市民会館）

23（土）勤労感謝の日第27回キューピットマラソン（９：00～ 竹野中央公園周辺）
第32回城崎温泉かに王国開国式・絶叫大会

（11：00～ ＪＲ城崎温泉駅前）

24（日）但東冬の光フェスタ（但東支所前広場）カバストマルシェ（10：00～16：00 カバンストリート）

25（月）
26（火）
27（水）わらべうた遊び（11：00～ 子育て総合センター）リサイクルバザー＆プチ喫茶

（10：00～15：00 竹野子育てセンター）

28（木）絵本の読み聞かせ（10：30～11：00 城崎子育てセンター）３世代交流会（10：00～12：00 竹野地区公民館）
なかよし広場（10：30～11：30 日高子育てセンター）
豊岡市青少年健全育成大会「子どもを叱れない
大人たちへ」（19：00～21：00 豊岡市民プラザ）

29（金）
30（土）

ひ
と
り
ご
と

1（金）但馬ドームセンター棟ギャラリー『フォトサークル青空写真展』（県立但馬ドーム、～６日）
第30回企画展「円山川～人と自然の歴史～」

（但馬国府・国分寺館、～26日）
第64回豊岡市美術展（９：00～ 総合体育館、～５日）

2（土）但馬ハイスクールアートフェスティバル（13：00～ 豊岡市民プラザ）第15回全日本身体障害者野球選手権大会（県立但馬ドーム、～３日）
出石文化祭（出石農村環境改善センター、～４日）
但東文化展（但東市民センター他、～４日）
伊藤清永賞子ども絵画・同窓会展
（９：30～ 伊藤清永美術館、～12月３日）

3（日）文化の日山陰海岸ジオパーク110kmウオークin神鍋
高原（８：30～12：00 神鍋高原）
出石お城まつり（９：00～ 出石城跡周辺）
第22回マロニエまつり（10：00～16：00 道の駅「神鍋高原」）
赤花新そばまつり（赤花そばの郷）

4（月）振替休日第４回市民エコポイント抽選会
（10：00～15：00 市立総合体育館前広場）

5（火）永楽館歌舞伎（11：30～ 出石永楽館、～10日）
6（水）出石皿そば新そばまつり（10：00～16：00頃 出石支所前広場、～７日）

にじっこ絵本（10：30～11：30 竹野子育てセンター）
えほんのとびら（10：30～11：00 出石子育てセンター）

7（木）志賀直哉来町100周年記念事業「志賀直哉が愛した湯島古道を歩く」（９：30～14：00 城崎周辺）
植村直己の足跡をたどる富士山登山写真展

（江原駅構内Weプラザ、～21日）
8（金）防火ポスター展（コープデイズ豊岡、～11日）但馬ドームセンター棟ギャラリー『神鍋マラソン

想い出写真展』（県立但馬ドーム、～12月１日）
9（土）たんとうふれあい駅伝（10：00～、但東地域高橋地区内）但馬まるごと感動市（10：00～16：00 県立但馬ドーム、～10日）

パパと遊ぼうDAY！（10：30～11：30 日高子育てセンター）
10（日）阿瀬渓谷紅葉ウオーク（８：30～15：00 阿瀬渓谷）阿瀬渓谷紅葉まつり（９：00～15：00 阿瀬渓谷）

消防フェア（10：00～14：00 コープデイズ豊岡）
11（月）
12（火）
13（水）そとあそび広場（10：30～11：30 竹野駅横児童公園）
14（木）第62回企画展 暮らしを彩る（日本・モンゴル民族博物館、～１月28日）

▼
日
常
の
中
に
四
季
が
あ
る
豊
岡
。
春

は
萌
黄
色
の
新
芽
、
夏
は
日
本
有
数
の

酷
暑
、
冬
は
西
日
本
有
数
の
豪
雪
…
そ

し
て
、
毎
年
、
秋
に
楽
し
み
に
し
て
い

る
こ
と
が
、
来
日
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ら
見
る
雲
海
と

ご
来
光
で
す
。
豊
岡
の
自
然
は
厳
し
い

で
す
が
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き
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き
し
て
い
ま
す
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◯K2

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,785人（－44人） 41,615人（－2人） 45,170人（－42人） 32,645世帯（－12世帯）
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28広報とよおか　2013.10.25

　平成17年４月１日、１市５町（豊岡市、城崎町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し、豊
岡市が誕生しました。
　新庁舎の完成に合わせ、合併までの各市町の歴史を振り返ります。

　《問合せ》但東支所☎54-1000

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡市－合併前市町の歴史　　　　　

ふるさと再発見と都市との交流の推進
　昭和58年に打ち立てた「但東シルクロード計画」
を契機に、ふるさと再発見と
都市との交流によるまちづく
りを推進するため、交流の拠
点として、「やまびこ」や「シル
ク温泉」、「赤花そばの郷」など
を順次整備しました。

モンゴルとの交流
　昭和60年、大阪外国語大学モンゴル学科などの
農村調査の受入れをきっかけに、モンゴルとの国
際交流が始まりました。平成５年、町長や町議会
議長などが「但東町日本モンゴル友好使節団」とし

て訪問以降、隔年で中学
生を中心とした研修生ら
を受け入れ、使節団を派
遣するなど草の根的な交
流を深めました。
　平成８年には、交流拠
点「日本・モンゴル民族博
物館」がオープンしました。

幹線道路網の整備　
　国道426号、482号を中
心に、「たんたんトンネ
ル」、「いずたんトンネル」
および「登尾トンネル」
が相次いで開通しました。
京阪神や京都府北部方面
への利便性が向上し、交
流が活発になりました。３村合併当初はわずかだっ
た交流人口が、平成16年には49万人を突破しました。

　３村合併以来の懸念であった中
学校も統合し、平成16年４月か
ら、新築された学舎のもとで新「但
東中学校」として歩み始めました。
偉大な教育者　東井義雄さんの理
念を引き継ぎ、素晴らしい環境の
中で「いのちの教育」が進められて
います。

未来への責任を果たすため…　　
　平成12年に策定した第４次但東町総合計画に基
づき、「自然を活かし心元気で安心のまちづくり」を
テーマにした“まちづくり”に取り組んできました。
　しかし、３村合併時に約9,700人だった人口が、
半世紀の間に過疎化・少子高齢化の進行で、約
5,300人に減少する中、財政状況の急激な悪化など
で抜本的な対応を迫られました。行財政基盤の強
化と効果的・効率的なまちづくりを行い、未来へ
の責任を果たすため、合併の道を選びました。

年月 主な出来事

昭和31年９月 合橋村、高橋村、資母村が合併して
但東町が発足

昭和39年頃～ 織物業が急速に増加

昭和42年４月 合橋中学校と高橋中学校が但東中学
校として統合

昭和43年４月 小学校および幼稚園を３校、３園に
統合

昭和52年12月 織機の共同廃棄事業始まる
昭和58年５月 但東シルクロード計画を策定

昭和60年７月 但東自然ふれあいセンター「やまび
こ」オープン

平成４年４月
第１回たんとう
チューリップま
つりを開催

平成５年９月 第１回但東町日本モンゴル友好使節
団がモンゴル国を訪問

平成６年７月
但東町庁舎・町民センター竣工
但東シルク温泉館オープン
東井義雄記念館オープン

平成６年10月 森と砂漠を結ぶ国際シンポジウム&
音楽祭を開催

平成８年７月 たんたんトンネル開通
平成８年11月 日本・モンゴル民族博物館オープン
平成９年11月 いずたんトンネル開通
平成10年11月 登尾トンネル開通

平成16年４月 但東中学校、但東北中学校が統合し、
新「但東中学校」開校

平成17年３月 町制施行50周年・閉町記念式典を開
催（但東町閉町）

旧但東町

　昭和31年９月30日、当時の合
あい

橋
はし

村、高橋村および
資
し

母
ぼ

村が合併し、「但東町」が誕生しました。
　但東町は、山林が町域面積の約９割を占め、昭和

30年代には、農林業などの第１次産業が中心でした。
　昭和40年代には、絹織物業を中心に第２次産業が
勃
ぼっ

興
こう

しました。今、第３次産業は、増加傾向にあります。

▲フラワーアート（第10回）

▲但東シルク温泉館

▲東井義雄さん

▲モンゴル相撲の元チャン
　ピオンと小学生との交流

▲R426登尾トンネル開通

東井義雄さんの理念を新中学校に継承


